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2014

　
8
月
23
・
24
日
、
肥
後
三
大
夏
祭
り
の

ひ
と
つ
「
う
と
地
蔵
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
、
市
街
地
一
帯
は
子
ど
も
た
ち
が
た
た

く
鉦
の
音
が
響
き
渡
り
、
多
数
の
露
店
が

立
ち
並
ぶ
中
、
市
内
外
か
ら
約
12
万
人
が

訪
れ
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
う
と
地
蔵
ま
つ
り
の
歴
史
は
古
く
、

３
６
０
年
以
上
前
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
23
日
に
は
、
造
り
物
、
写
真
や

絵
画
、
木
目
込
人
形
、
陶
芸
な
ど
の
展
示
、

円
応
寺
地
獄
極
楽
絵
図
の
開
帳
な
ど
で
ス

タ
ー
ト
。
竹
あ
か
り
と
お
地
蔵
さ
ん
工
房

で
彫
ら
れ
た
お
地
蔵
さ
ん
２
５
０
体
を

一
堂
に
集
め
た
船
場
川
界
隈
の
「
お
地
蔵

さ
ん
横
丁
」
で
は
、
前
掛
け
に
願
い
を
書

い
て
お
地
蔵
さ
ん
に
取
り
付
け
る
「
願
掛

け
地
蔵
」
を
企
画
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
宇

土
市
民
吹
奏
楽
団
や
自
衛
隊
音
楽
隊
の
演

奏
で
訪
れ
た
観
客
を
魅
了
し
た
ほ
か
、
う

と
ん
行
長
し
ゃ
ん
も
ダ
ン
ス
を
披
露
す
る

な
ど
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
約

３
０
０
０
発
の
花
火
が
夏
の
夜
空
を
鮮
や

か
に
彩
り
ま
し
た
。

　
翌
24
日
に
は
、
轟
・
ひ
か
り
・
宇
土
あ

り
あ
け
保
育
園
の
園
児
に
よ
る
ち
び
っ
子

太
鼓
の
演
奏
や
、
エ
ン
ゼ
ル
保
育
園
児
に

よ
る
ダ
ン
ス
、
宇
土
雨
乞
い
大
太
鼓
保
存

会
青
年
部
と
市
職
員
互
助
会
舞
踊
部
が
太

鼓
の
演
奏
に
あ
わ
せ
て
踊
る
「
新
伝
承
・

宇
土
大
太
鼓
26
」
を
披
露
。
祭
り
の
フ
ィ

ナ
ー
レ
を
飾
る
民
踊
パ
レ
ー
ド
で
は
、
17

団
体
８
４
０
人
の
踊
り
手
が
熱
気
あ
ふ
れ

る
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

うと地蔵まつりうと地蔵まつり
３６０年も前から続く伝統の夏祭り

造
り
物
表
彰

【
一
般
の
部
】

ダイヤモンド賞
熊日ダイヤモンド賞

四
神
獣
（
城
之
浦
1
区
）

金賞・
熊日金賞

宇
土
に
舞
う
　
天
馬
（
城
之
浦
1
区
）

世
界
の
イ
セ
エ
ビ
（
本
町
4
丁
目
）

神
楽
台
（
本
町
4
丁
目
）

銀賞・熊日銀賞

「
ハ
リ
ウ
ッ
ド
ゴ
ジ
ラ
」
宇
土
に
あ
ら
わ
れ

る
。（
本
町
3
丁
目
）、
馬
門
石
作
り
の
船
場

橋
（
新
町
1
丁
目
）、
超
大
型
巨
人
　
宇
土

に
あ
ら
わ
る
（
城
之
浦
1
区
）、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
秀
吉
と
官
兵
衛
（
本
町
4
丁
目
）、

『
大
正
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
』
東
京
駅

（
本
町
2
丁
目
）

銅賞

銀
閣
寺
（
本
町
2
丁
目
）、
張
り
子
シ
リ
ー

ズ
№
3
「
飾
り
馬
」（
本
町
1
丁
目
）、
せ
ん

ば
橋
は
「
船
場
橋
？
」「
千
羽
橋
？
」（
本
町

2
丁
目
）、
ア
ナ
と
雪
の
女
王
ｉ
ｎ
・
Ｕ
Ｔ

Ｏ
（
本
町
3
丁
目
）、
昇
龍
（
本
町
3
丁
目
）、

う
と
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
「
バ
ズ
う
と
ラ
イ

ト
イ
ヤ
ー
」
〜
無
限
の
彼
方
へ
　
さ
あ
行
く

ぞ
！
〜
（
本
町
2
丁
目
）、
ワ
ニ
と
さ
い
鳥

（
城
之
浦
2
区
）、
桃
太
郎
（
城
之
浦
1
区
）、

今
は
貴
重
な
黄
金
う
な
ぎ
（
新
町
1
丁
目
）、

祝
　
世
界
遺
産
登
録
「
富
岡
製
糸
場
」（
本

町
1
丁
目
）

佳作

恐
竜
（
本
町
1
丁
目
）、
天
草
の
夢
の
大
橋

（
新
町
1
丁
目
）、
軍
師
、
官
兵
衛
の
鎧
（
本

町
1
丁
目
）、借
り
ぐ
ら
し
の
ア
リ
エ
ッ
テ
ィ

（
本
町
1
丁
目
）、
ふ
な
っ
し
ー
と
遊
ぼ
う
。

（
本
町
1
丁
目
）、
る
ろ
う
に
剣
心
　
く
ま
も

ん
バ
ー
ジ
ョ
ン
（
本
町
5
丁
目
）、
フ
ナ
ッ

シ
ー
（
城
之
浦
1
区
）

技能賞

「
ハ
リ
ウ
ッ
ド
ゴ
ジ
ラ
」
宇
土
に
あ
ら
わ
れ

る
。（
本
町
3
丁
目
）、
馬
門
石
作
り
の
船
場

橋
（
新
町
1
丁
目
）、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

秀
吉
と
官
兵
衛
（
本
町
4
丁
目
）

アイデア賞

馬
門
石
作
り
の
船
場
橋
（
新
町
1
丁
目
）、

超
大
型
巨
人
　
宇
土
に
あ
ら
わ
る
（
城
之
浦

1
区
）、「
ハ
リ
ウ
ッ
ド
ゴ
ジ
ラ
」
宇
土
に
あ

ら
わ
れ
る
。（
本
町
3
丁
目
）

平成 26・9  （2） 



　地
蔵
ま
つ
り
の
総
仕
上
げ

　
8
月
24
・
25
日
の
朝
か
ら
鶴
城
中
の
生
徒
が
、

本
町
通
り
や
市
役
所
通
り
、
鶴
城
中
周
辺
に
か
け

て
、
地
蔵
ま
つ
り
の
ゴ
ミ
を
片
付
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
ジ
ュ
ー
ス
の
カ
ッ

プ
や
ス
ト
ロ
ー
、
割
り
箸
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
が
集
ま
り
、
生
徒
た
ち
の
お
か

げ
で
元
の
き
れ
い
な
街
に
戻

り
ま
し
た
。

　
8
月
24
日
の
夜
に
は
、
鶴

城
中
出
身
の
高
校
生
が
、
自

主
的
に
ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
い

ま
し
た
。
祭
り
の
後
で
た
く

さ
ん
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
た
の

で
、
拾
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な

か
っ
た
、
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

【
子
ど
も
の
部
】

一席

妖
怪
た
ち
の
夏
ま
つ
り
（
宇
土
東
学
童
ク
ラ

ブ
・
東
っ
子
学
童
ク
ラ
ブ
）

二席

ご
用
心
あ
ま
い
言
葉
と
あ
ま
い
お
菓
子
に
ご

用
心
（
宇
土
東
保
育
園
）、
い
つ
ま
で
も
　

き
れ
い
に
し
た
い
ね
　
僕
た
ち
私
た
ち
の
船

場
川
（
ひ
か
り
保
育
園
）

三席

オ
ラ
フ
と
あ
こ
が
れ
の
な
つ
（
五
色
山
学
童

ク
ラ
ブ
）、
妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ
ｉ
ｎ
あ
み
〜
づ

（
網
津
保
育
園
）、大
王
イ
カ
の
住
む
深
海（
肥

後
っ
こ
保
育
園
）

【
協
賛
各
賞
】

（
一
般
の
部
）

宇
土
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
賞
…
…
…
…
8
点

宇
土
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
賞
…
…
…
…
5
点

宇
土
市
商
店
会
賞
…
…
…
…
…
…
…
…
7
点

宇
城
青
年
会
議
所
賞
…
…
…
…
…
…
…
3
点

宇
土
市
料
飲
旅
館
業
同
業
組
合
賞

…
…
…
6
点

宇
土
シ
テ
ィ
モ
ー
ル
賞

…
…
…
…
…
…
…
2
点

（
子
ど
も
の
部
）

宇
土
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
賞
…
…
…
…
5
点

宇
土
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
賞
…
…
…
…
5
点

宇
土
市
商
店
会
賞
…
…
…
…
…
…
…
…
1
点

パ
ス
カ
ワ
ー
ル
ド
賞
…
…
…
…
…
…
…
2
点

う
と
ん
行
長
し
ゃ
ん
賞

………
…
…
…
…
1
点

各
賞
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先

商
工
観
光
課
商
工
観
光
係

☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
２
０
９
）

（3）   平成 26・9



　
8
月
23
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
、

「
宇
土
市
地
蔵
ま
つ
り
少
年
野
球

九
州
大
会
」（
宇
土
市
軟
式
野
球

連
盟
主
催
、
角
本
勝
紀
会
長
）
が

市
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
立
岡

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
で
開
催
さ

れ
、
熊
本
・
福
岡
・
大
分
・
佐
賀
・

鹿
児
島
・
宮
崎
・
山
口
・
沖
縄
の

各
県
か
ら
33
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
青
少
年
の
心
身

鍛
錬
と
健
全
育
成
、
少
年
野
球
の

技
術
向
上
と
相
互
の
親
睦
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
23

回
目
。

　
23
日
の
開
会
式
は
、
選
手
を
は

じ
め
監
督
や
保
護
者
ら
約
２
０
０

０
人
が
一
堂
に
集
い
、
立
岡
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
連
盟
の
角
本
勝
紀
会
長
が

「
け
が
を
し
な
い
よ
う
に
楽
し
ん

で
プ
レ
ー
を
し
て
く
だ
さ
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
、
元
松
茂
樹
市
長
は

「
一
生
懸
命
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
プ

レ
ー
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら

も
野
球
を
続
け
て
一
人
で
も
多
く

の
人
が
甲
子
園
で
プ
レ
ー
で
き
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
激

励
。
宇
土
イ
ー
ス
タ
ー
ズ
の
河
野

伶
音
く
ん
が
、「
仲
間
と
共
に
最

後
の
一
球
ま
で
頑
張
る
こ
と
を
誓

い
ま
す
」
と
力
強
く
選
手
宣
誓
し

開
幕
し
ま
し
た
。

　
宇
土
市
か
ら
は
「
宇
土
リ
ト
ル

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
」「
網
津
少
年
野

球
ク
ラ
ブ
」「
宇
土
イ
ー
ス
タ
ー

ズ
」「
走
潟
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
」

の
4
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
九
州
各

県
の
強
豪
チ
ー
ム
と
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。
ど
の
チ
ー
ム
も
全

力
で
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
大
会
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

優
勝
　
三
股
ブ
ル
ー
ス
カ
イ

（
宮
崎
県
北
諸
県
郡
）

2
位
　
熊
本
ブ
ル
ー
マ
ー
リ
ン
ズ

（
熊
本
市
）

3
位
　
大
王
谷
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

（
宮
崎
県
日
向
市
）

3
位
　
西
原
バ
ッ
ク
ス

（
沖
縄
県
浦
添
市
）

力強い選手宣誓

表彰式の様子

プ
ロ
と
い
う
大
き
な
夢
に
向
か
っ
て

地蔵まつり協賛スポーツ大会

第
23
回
宇
土
市
地
蔵
ま
つ
り

少
年
野
球
大
会

平成 26・9  （4） 



山
村
チ
ー
ム
【
第
3
コ
ー
ト
】
岩

原
チ
ー
ム
【
第
4
コ
ー
ト
】
磯
﨑

チ
ー
ム

※
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
一
部
、
ミ
ニ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
卓
球
に
つ
い
て
は
、
次

号
以
降
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
8
月
か
ら
9
月
に
か
け
て
19
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
競
技
が
行
わ
れ
、

約
５
０
０
０
人
も
の
参
加
者
を
集
め
賑
わ
い
ま
す
。
各
種
目

の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
優
勝
者
の
み
。
順
不
同
　
敬
称
略

▽
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
　【
男
子
の
部
】

山
口
・
土
田
（
松
橋
ク
ラ
ブ
）【
女

子
の
部
】
須
藤
・
芝
（
鶴
城
中
）

▽
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
　【
団
体
Ａ
ラ

ン
ク
】
田
中
工
務
店
【
団
体
Ｂ
ラ

ン
ク
】
つ
ば
さ
ク
ラ
ブ
【
団
体
Ｃ

ラ
ン
ク
】
美
里
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

協
会

▽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
　
花
園
地
区

▽
サ
ッ
カ
ー
　
台
風
接
近
の
た
め

中
止

▽
ボ
ウ
リ
ン
グ
　
上
木
正
広

▽
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
　【
男
子

の
部
】
秋
吉
睦
夫
（
宇
土
）【
女

子
の
部
】
原
田
幸
子
（
宇
土
）

▽
弓
道
　【
団
体
戦
学
生
の
部
】

宇
土
Ｒ
ｅ
ｄ【
団
体
戦
一
般
の
部
】

鬼
海
ド
ル
フ
ィ
ン
ズ
【
個
人
戦
学

生
の
部
】
東
田
亜
実
（
第
一
高
校
）

【
個
人
戦
一
般
の
部
】
池
﨑
勝
利

（
宇
城
市
）

▽
剣
道
　
台
風
接
近
の
た
め
中
止

▽
テ
ニ
ス
　【
A
ク
ラ
ス
】
網
中

敏
泰
・
吉
田
小
百
合
（
T
E
A
M

−

I
）【
B
ク
ラ
ス
】
森
一
紘
・

稲
葉
久
美
（rabbit

・rabbit

）【
C

ク
ラ
ス
】
礒
道
和
富
・
奥
田
公
子

（
K
A
O
S

−

T
C

・

A
B
C
）

▽
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　【
中
学
男
子

の
部
Ａ
パ
ー
ト
】
鎮
西
中
【
中
学

男
子
の
部
Ｂ
パ
ー
ト
】松
橋
中【
小

学
6
年
生
の
部
】
宇
土
小
元
気
っ

子
【
小
学
5
年
生
の
部
】
宇
城
ス

マ
イ
リ
ー
【
小
学
4
年
生
の
部
】

宇
城
ス
マ
イ
リ
ー

▽
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

【
男
子
の
部
】
人
吉
ジ
ュ
ニ
ア
【
女

子
の
部
】
嘉
島
西
小

▽
柔
道
　【
小
学
生
の
部
3
人
抜

き
】【
幼
児
】
深
水
蒼
介
（
深
水
）、

渡
邉
空
河
（
菊
誠
館
）【
1
年
】

松
本
芽
衣
（
一
心
館
）、
宮
崎
護

大
（
文
政
）、
岩
岡
晋
平
（
深
水
）、

中
川
心
（
小
川
）【
2
年
】
坂
本

幸
之
助（
秀
光
塾
）、天
川
泰
助（
秀

光
塾
）、
一
美
杏
奈
（
文
政
）、
田

中
希
空（
菊
誠
館
）、山
下
聖
斗（
菊

誠
館
）【
3
年
】今
井
章
太（
深
水
）、

嘉
悦
光
十
（
深
水
）、林
昇
衛
（
深

水
）、
濱
田
泰
生
（
豊
心
館
）、
堀

切
伶
翼
（
豊
心
館
）【
4
年
】
天

川
曜
裕（
秀
光
塾
）、緒
方
章
良（
文

政
）、
田
方
夢
羅
（
文
政
）、
渡
邉

柔
斗（
菊
誠
館
）、大
江
田
美
紅（
文

政
）【
5
年
】
久
原
永
遠
（
菊
誠

館
）、
濱
田
美
音
（
一
心
館
）、
元

山
麗
（
創
心
館
）【
中
学
生
の
部

団
体
】
西
山
中
【
中
学
男
子

−

55

ｋ
ｇ
】
清
田
空
良
（
富
合
）【
中

学
女
子

−

55
ｋ
ｇ
】
岩
見
詩
（
小

川
）【
中
学
男
子

−

65
ｋ
ｇ
】
中

村
翔
（
益
城
）【
中
学
女
子
＋
55

ｋ
ｇ
】
北
川
明
日
香
（
菊
誠
館
）

【
中
学
男
子+

65
ｋ
ｇ
】
川
口
巧

浩
（
下
城
南
）

▽
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
　【
初
心
者
の

部
】【
10
ｍ
ｗ
】
藤
田
叶
夢
（
網

津
小
）【
20
ｍ
ｗ
】
篠
原
大
樹
（
宇

土
小
）【
30
ｍ
ｗ
C
P
】
蘭
靖
子

（
佐
賀
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
）【
30

ｍ
ｗ
R
C
男
子
】
石
井
佑
汰
（
第

二
高
校
）【
30
ｍ
ｗ
R
C
女
子
】

江
原
李
奈
（
八
代
清
流
高
校
）【
リ

カ
ー
ブ
成
年
男
子
】
田
口
惣
一
朗

（
崇
城
大
学
）【
リ
カ
ー
ブ
成
年
女

子
】
七
田
君
代
（
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

君
）【
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
の
部
】
七

田
浩
（
七
田
電
気
工
事
）

▽
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
　【
第
1
コ
ー

ト
】
石
川
チ
ー
ム
【
第
2
コ
ー
ト
】

ソフトテニス

バレーボール

ゲートボール

ミニバスケットボール

地蔵まつり協賛スポーツ大会

2
0
1
4
地
蔵
ま
つ
り
協
賛 

ス
ポ
ー
ツ
大
会
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　市
と
劇
団
わ
ら
び
座
の
共
同
企

画
「
ジ
ュ
リ
ア
お
た
あ
」
は
、
宇

土
か
ら
全
国
に
発
信
す
る
歴
史
再

現
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇
で
、
全
国
２

０
０
カ
所
で
公
演
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　台
本
に
は
宇
土
で
の
シ
ー
ン
や

小
西
行
長
の
こ
と
が
随
所
に
出
て

い
て
、
こ
の
劇
を
通
し
て
宇
土
の

イ
メ
ー
ジ
が
新
た
に
作
ら
れ
て
い

く
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　全
国
で
公
演
さ
れ
る
宇
土
発
信

の
劇
を
ぜ
ひ
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
般
公
演
は
10
月
1
日
（
水
）
午

後
7
時
～
と
2
日
（
木
）
午
後
2

時
～
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　な
お
、
今
年
は
市
内
の
中
学
3

年
生
と
小
学
6
年
生
を
無
料
招
待

し
ま
す（
1
日
午
後
2
時
～
全
席
・

2
日
午
後
2
時
～
1
階
席
）。
宇

土
に
縁
の
あ
る
ジ
ュ
リ
ア
お
た
あ

の
、
逆
境
に
も
め
げ
ず
慈
愛
に
満

ち
た
生
き
方
は
、
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
も
大
き
な
イ
ン
パ
ク

ト
を
与
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
多

く
の
皆
さ
ん
の
観
劇
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

あ
ら
す
じ

　天
下
人
・
徳
川
家
康
が
一
人
の

女
性
に
問
い
か
け
る
。「
な
ぜ
そ

な
た
は
そ
こ
ま
で
強
く
生
き
て
ゆ

け
る
の
だ
？
」そ
の
問
い
に
、ジ
ュ

リ
ア
お
た
あ
が
自
ら
の
半
生
を
語

り
始
め
る
。

　秀
吉
の
軍
勢
に
よ
っ
て
親
や
故

郷
を
失
っ
た
少
女
お
た
あ
は
、
九

州
肥
後
国
宇
土
の
キ
リ
シ
タ
ン
大

名
・
小
西
行
長
の
も
と
で
、
行
長

や
そ
の
妻
ジ
ュ
ス
タ
の
慈
愛
を
受

け
て
成
長
し
て
い
く
。
し
か
し
心

の
奥
深
く
で
は
「
な
ぜ
人
は
苦
し

み
続
け
る
の
か
？
」
と
問
い
続
け

て
い
た
。
行
長
が
設
立
し
た
施
薬

院
（
貧
し
い
人
々
を
無
料
で
手
当

す
る
施
設
）
で
働
く
う
ち
、
苦
し

く
と
も
懸
命
に
生
き
よ
う
と
す
る

人
々
と
ふ
れ
あ
い
、「
命
の
意
味
」

を
改
め
て
見
つ
め
て
い
く
。

　や
が
て
関
ヶ
原
の
戦
に
赴
く
こ

と
に
な
っ
た
行
長
は
、「
国
境
の

な
い
世
を
作
る
」
と
い
う
理
想
と

武
士
の
身
の
は
ざ
ま
で
苦
し
み
迷

い
な
が
ら
も
前
に
進
ん
で
き
た
人

生
を
お
た
あ
に
語
る
。
そ
の
言
葉

は
お
た
あ
に
「
生
き
る
こ
と
の
意

味
＝
愛
」
を
教
え
、
行
長
の
願
い

を
受
け
継
い
で
生
き
よ
う
と
決
意

さ
せ
る
。行
長
が
処
刑
さ
れ
た
後
、

家
康
に
仕
え
る
身
と
な
っ
た
お
た

あ
に
思
い
が
け
な
い
事
態
が
起
こ

る
。
朝
鮮
と
の
交
流
回
復
の
た
め

に
家
康
が
行
っ
た
「
刷
還
使
」
の

招
聘
だ
っ
た
。
そ
ん
な
お
た
あ
に

は
さ
ら
な
る
苦
難
が
待
ち
受
け
て

い
た
。

問
合
せ
先
　市
民
会
館
☎
㉒
０
１

８
８

　
　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
ジ
ュ
リ
ア
お
た
あ
」

…
…
宇
土
市
が
共
同
企
画
！！
上
演
決
定
！！
…
…

　小
西
行
長
が
亡
く
な
っ
た
後
、

ジ
ュ
リ
ア
は
徳
川
家
康
が
い
る
江

戸
城
で
奥
方
な
ど
に
仕
え
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
は
こ
っ
そ
り
と
キ

リ
ス
ト
教
の
教
え
を
守
り
城
外
で

慈
善
活
動
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で

す
。
７
年
後
に
家
康
は
秀
忠
に
江

戸
城
を
任
せ
駿
府
城
（
現
在
の
静

岡
市
）
に
移
り
ま
す
が
、
こ
の
時

ジ
ュ
リ
ア
も
い
っ
し
ょ
で
し
た
。

　
駿
府
に
来
て
か
ら
ジ
ュ
リ
ア
は

直
接
家
康
の
お
世
話
を
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
が
、
キ
リ
ス
ト
教

の
信
仰
を
こ
っ
そ
り
と
続
け
て
い

て
、
ま
た
広
め
る
こ
と
も
怠
ら
な

い
で
耐
え
忍
ん
で
い
た
の
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
折
に
家
康
側
近
の

家
臣
が
関
係
す
る
事
件
が
起
こ
り
、

当
事
者
が
い
ず
れ
も
キ
リ
シ
タ
ン

で
あ
っ
た
が
た
め
に
家
康
の
キ
リ

ス
ト
教
に
対
す
る
不
信
感
が
爆
発
、

禁
教
へ
と
進
み
ま
す
。
ジ
ュ
リ
ア

も
棄
教
を
迫
ら
れ
ま
し
た
が
、
強

い
信
仰
心
に
よ
り
従
わ
ず
つ
い
に

は
島
流
し
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　
１
６
１
２
年
駿
府
か
ら
伊
豆
の

網
代
に
送
ら
れ
、
伊
豆
の
大
島
・

新
島
を
経
て
神
津
島
へ
と
追
放
さ

れ
た
の
で
す
。
ジ
ュ
リ
ア
は
島
の

窮
乏
生
活
は
苦
し
い
と
は
思
わ
な

い
も
の
の
、
告
解
や
ミ
サ
が
で
き

な
い
こ
と
を
最
も
悲
し
ん
で
い
た

と
、
資
料
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
１
６
２
０
年
に
は
長
崎

に
来
て
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
禁
止

の
強
い
風
潮
の
な
か
厳
し
い
生
活

を
強
い
ら
れ
て
家
か
ら
家
へ
と
渡

り
歩
い
て
い
ま
す
。１
６
２
２
年
、

大
坂
で
の
足
取
り
を
最
後
に
、
そ

の
後
は
ど
う
な
っ
た
の
か
わ
か
ら

ず
、亡
く
な
っ
た
年
も
不
明
で
す
。

　
数
奇
な
運
命
を
た
ど
り
な
が
ら

も
信
仰
を
貫
き
、
弱
者
救
済
を
行

う
な
ど
強
い
信
念
の
も
と
人
生
を

全
う
し
た
ジ
ュ
リ
ア
は
、
今
に
生

き
る
私
た
ち
現
代
人
に
人
間
と
は

何
か
、
ど
の
よ
う
に
生
き
る
べ
き

か
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

小
西
行
長
公
に
育
て
ら
れ
た「
ジ
ュ
リ
ア
お
た
あ
」（
３
）

徳
川
家
康
と
の
出
会
い
と「
ジ
ュ
リ
ア
お
た
あ
」
の
そ
の
後

ミュージカルジュリアおたあ

東
京
都
神
津
島
村

「
巨
大
十
字
架
の
モ
ニュ
メ
ン
ト
」

東
京
都
神
津
島
村

「
お
た
あ
ジ
ュ
リ
ア
顕
彰
碑
」

平成 26・9  （6） 
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発達に違いのある子どもたち

　……障害児通所支援を行っています

　福祉課では、障がいのある子ども、成長が緩やかな子どもを対象とした、障害児通所支援の利用申請を受け付けていま
す。利用申請を行うことにより、原則1割の自己負担でサービスを利用することができるようになります。対象者は、障害
者手帳を持つ児童だけではなく、主治医の意見書等で早期療育を受けることが望ましいと確認できる児童であれば、申請
できます。

◆…児童発達支援
　未就学の児童を対象に、日常生活における基本的動作の指導、自活に必要な知識や技能の付
与または集団生活への適応のための訓練を行います。
・障がいの特性に応じた支援（言語訓練、コミュニケーション支援等）

◆…放課後等デイサービス
　学校終了後や長期休暇中に生活能力の向上のために必要な訓練、社会との交流の促進など多様なメニューを設け、
本人の希望を踏まえたサービスを提供します。
・自立した日常生活を営むために必要な訓練、創作的活動、作業活動

◆…保育所等訪問支援
　障害児施設等で指導経験のある児童指導員や保育士が、保育所等を2週間に1回程度訪問し、障がい児や保育所な
どのスタッフに対し、障がい児が集団生活に適応するための専門的な支援を行います。
・障がい児本人に対する支援（集団生活適応のための訓練等）
・訪問先施設のスタッフに対する支援（支援方法等の指導等）

　障害児通所支援について相談を希望する人は、お気軽にご連絡ください。
問合せ先　福祉課福祉政策係☎㉒1111（内線2812）

　健康づくり課（保健センター）では、子育ての中で、お子さんの「気になること」や「心配なこと」「育児の

しにくさ」などを感じている保護者の相談窓口として、心理士による子育て相談日〈毎週金曜日午後：予約制〉

を設けています。寄せられる相談は、ことばに関することや落ち着きがない・かんしゃくを起こす・兄弟や友だ

ちとトラブルになりやすい、などさまざまです。対応をいっしょに考え、希望する人には発達検査を行って、検

査結果をもとに子どもを理解するための具体的なアドバイスもできるようになりました。

※平成24年度延べ利用者52人〈発達検査希望：13人〉

　平成25年度延べ利用者85人〈発達検査希望：67人〉

　また、家庭と園が子どもを理解して特性に応じた丁寧な関わりをすることで子どもの長所や才能を伸ばすこと

ができます。そこで保健師と心理士が市内の各保育園・幼稚園を年に1～ 2回（全24回）訪問して子どもの成長

を確認し、必要に応じたアドバイスを行っています。

各種相談や検査を希望する人は、お気軽にご連絡ください。

問合せ先　健康づくり課健康指導係☎㉒23００

子育てについて相談したいことはありませんか？

平成 26・9  （8） 



発達に違いのある子どもたち

　市では、平成24年3月に「宇土市第2期障がい者プラン」を策定し、「障がいのある人、ない人に
かかわらず　だれもがいきいきと安心して暮らせるまちづくり」を基本理念としてさまざまな施策
に取り組んでいます。
　今回は、発達に違いのある子どもたちがいきいきと暮らせるまちを目指すため、子どもたちの特
性について、市内で子どもの発達支援に取り組んでいるNPO法人「まいすてっぷ」から文章を寄
稿していただきました。

発
達
に
違
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

　周産期医療の目覚ましい発展とともに新生児の死亡率は減少してきたにも関わらず、発
達に遅れや障がいを持って生まれてくる子どもたちの数は、社会的認知度が高まるにつれ
むしろ増加の傾向にあります。自治体の乳幼児健診での指導や、養育者が自主的に専門
機関に相談されることも多くなり、早期から療育機関のサービスを受けているお子さんも
増えてきました。療育機関は常に満杯で、多くは数カ月から1年以上の待機状態になって
いるのが現状です。

　平成19年に「特別支援教育」が学校教育法に位置づけられてから、支援学校や地域の
小学校の支援学級、通級（通常学級に在籍し、必要に応じて個別指導）など、以前にも
増して子どもの特性に合わせた選択が出来るよう配慮されてきました。早期療育を受けて
きた子どもたちは、個の能力に応じた手厚い支援を求めて、入学時から支援学級を希望
する件数も多くなっています。
　しかし一方、平成24年12月に文部科学省でまとめられた調査結果では、通常学級に在
籍する、知的発達に遅れはないものの、学習面または行動面で困難を示し、特別な教育
的支援を必要とする児童生徒の数は、全体の約6.5％を占めると発表されました。この調
査には支援学級に在籍する子どもの数は含まれていないので、トータルすれば、いかに多
くの子どもたちが特別な教育的支援を必要としているのかを物語っています。

　そういった子どもたちは、わざとではないのに叱責を受けたり、なぜ自分だけ理解でき
ないのかがわからなかったり、教室の中で周囲との違和感や劣等感に悩み、誰にも相談で
きずに困っていることも少なくありません。他の人と場面を共有し、気持ちを共感させる
中で、通常コミュニケーション能力は自然に発達していきますが、脳機能の若干の違いが
それを阻害してしまい、本人の努力だけでは十分に相手の意図をくみ取れない、どうした
ら良いかわからないので笑って済ませてしまう、そのような子どもたちもいます。
　その反面、脳機能の違いは通常の脳では考えつかない発想や、特定の分野に高い知能
を持っていることがあります。世の中を変えてきた発明家や、コンピューターの開発者、
私たちに夢と希望を与えてくれる映画監督や俳優、作家など、さまざまな分野で既に活躍
している人々もいます。

　私たち人間の脳は、あまりに緻密なものへと進化したがために、どの社会においても一
定の割合でダメージを受け、働きの違う脳を持って生まれてくるのです。それを誰が担う
かは誰にもわからず、また誰のせいでもなく、たまたま誰かが持って生まれてくるもので
す。その「たまたま」を担ってくれた子どもたちとその家族を、地域の一員として温かく
受け入れ、育んでいく力を持つ社会こそが、本当の人間社会であると思います。私たち
の住む宇土市が、障がいという「違い」があっても、子どもたちが自分の能力を生かして
社会貢献できる大人に成長するよう、見守り支援することの出来る地域社会であることを
願います。

NPO法人こころ・コミュニケーションの発達支援　まいすてっぷより発信
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介護予防サポーター

健康づくりも兼ねて地域で活動しませんか？

　介護予防サポーターを大募集！（有償ボランティア）

　市では、地域の公民館などで、高齢者の皆さんが介護予防に自主的に取り組む「お元気クラブ」を開催しています。そ
の「お元気クラブ」の応援隊として活動する「介護予防サポーター」を大募集します。
　介護予防サポーター養成講座を4回すべて受講した人に「認定証」を渡して、介護予防サポーターとして登録し、「お元
気クラブ」の皆さんにストレッチ・口腔体操などの介護予防の技術指導を行ってもらいます。

【介護予防サポーター養成講座】（内容は変更する場合があります）

日　時 内　容

1回 1０月6日（月）
午後2時～午後4時

1．開講式
2．オリエンテーション
3．講義①「宇土市の現状と介護予防の重要性」
4．講義②「介護予防サポーターの役割」
5．体ほぐし「うきうき体操」
6．運動実技「いきいき毎日ストレッチ」
7．測定演習「血圧測定・問診票」

2回 1０月14日（火）
午後2時～午後4時

1．測定演習「血圧測定・問診票」
2．体ほぐし「うきうき体操」
3．運動実技「いきいき毎日ストレッチ・貯筋ト
レーニング」

4．講義③「認知症予防」
5．講義④「尿失禁予防」

3回 1０月2０日（月）
午後2時～午後4時

1．測定演習「血圧測定・問診票・握力」
2．講義⑤「口腔ケアの重要性」
3．体ほぐし「うきうき体操」
4．運動実技「いきいき毎日ストレッチ・自宅で
いきいき介護予防・貯筋トレーニング」

5．介護予防実技「基本プログラム」

4回 1０月27日（月）
午後2時～午後4時

1．測定演習「血圧測定・問診票・握力」
2．講義⑥「低栄養予防」
3．体ほぐし「うきうき体操」
4．実技演習総おさらい
5．今後のスケジュール説明
6．閉講式・認定証授与

対　象　1．市内在住の人で、介護予防サポーターの活動内容に同意する人
　　　　2．時間に余裕がある人
　　　　3．自分で車を運転して、各地区の公民館に出かけることができる人
場　所　市役所別館2階講習室（旧勤労青少年ホーム）
受講料　無料
持ってくるもの　タオル、飲み物、筆記用具、メガネ（必要な人）
申込方法　福祉課介護高齢者支援係に電話で申込んでください。
その他　◆動きやすい服装で参加してください。
　　　　◆認定証をお渡しした人には、11月と3月にフォローアップ研修を行います。
　　　　◆有償ボランティア料として、お元気クラブ1回の支援につき、1,1００円の謝礼を支払います。

お元気クラブ
での活動

養成講座

介護予防サポーター養成講座の受講・認定

　応援1
お元気クラブへの参加呼びかけ

　応援4
地域における介護予防の普及（意識啓発）

　応援2
お元気クラブでの各チェック支援
　内容：血圧・問診・貯筋通帳カレンダー

いっしょに高齢者のみなさんが寝たきりを予防し
いきいき暮らせる「宇土市」をつくりましょう！

　応援3
お元気クラブでの実技指導
　内容：うきうき体操、介護予防実技
お元気クラブでの身体機能測定支援
　内容：握力測定

【介護予防サポーターの役割】
～介護予防サポーターは地域のおたっしゃ応援隊～

申込み・問合せ先　福祉課介護高齢者支援係☎㉒1111（内線2151・2157）

平成 26・9  （10） 



国民年金

　20歳以上60歳未満の国民年金第1号被保険者の人。60歳以上65歳未満で国民年金に任意加入している人（日本国
内に住所を有する人）。ただし、国民年金の保険料の免除や納付猶予の承認を受けている人、農業者年金に加入し
ている人は加入できません。
　なお、平成26年4月からは、障害年金受給等で法定免除受けている人も、引き続き保険料の納付を申し出た人は、
加入できるようになりました。

○　年金は終身年金が基本ですので、一生涯受給できます。
○　加入時の掛金は年齢、性別、加入する型と口数で決まり、加入期間が終わるまで変わりません。
〇　若い時に加入するほど掛金は安くなります。
○　将来設計に合わせて受け取る年金額を自由に設計できます。
○　掛金は年額816,000円まで全額社会保険料控除の対象となり所得税や住民税が軽減されます。
○　万が一のときは、家族に遺族一時金（非課税）が支給されます（ただし、Ｂ型を除く）。
○　受け取る年金は公的年金控除の対象となります。
〇　国民年金基金は自分の都合で脱退はできませんが、掛金の一時休止や増口、減口が可能です。

熊本東年金事務所の職員による出張相談を行っています。
■期日　9月18日（木）・ 10月2日（木）・ 10月16日（木）
　　　　※4月から第1・第3木曜日の2回に変更になりました。
■時間　午前10時～午後3時
■場所　福祉センター 2階会議室　
■申込み先　熊本東年金事務所お客様相談室☎096（367）2503

老後の年金の増額と合わせて節税対策もバッチリです
　国民年金に加入する農業や漁業、自営業の人には、サラリーマンのように報酬に比例した年金がありません。そこで、
その差を埋めるために国民年金に上乗せできる公的な年金が国民年金基金です。

一部保険料を納めないと未納期間になります
　国民年金保険料の一部免除（1/4免除、半額免除、3/4免除）が承認された人には、後日残りの3/4、半額、1/4の保険
料の納付書が送付されますので、忘れずに必ず納付してください。
　この一部の保険料を納めない場合は未納期間となり、老後に受け取る年金（老齢基礎年金）や、障がいや死亡に対す
る年金（障害基礎年金・遺族基礎年金）を受け取ることができない場合がありますのでご注意ください。
追納制度をご存じですか？
　一部納付期間（一部免除期間）や全額免除期間は、老齢基礎年金の額を計算する場合、定額納付された分と比べて、
少ない金額で計算されます。そこで、これらの期間は追納という制度があり、10年以内なら保険料免除等を受けた期間の
保険料を納めることができます（一部免除の場合は、一部納付の部分を期限内に納めないと追納することができません）。
　追納をすることにより、老齢基礎年金の年金額に参入されます。ただし、当時の保険料に一定の加算が行われる場合
があります。

資料請求・相談・問合せ先　☎0120（65）4192
熊本県国民年金基金☎096（387）2220　熊本市中央区水前寺公園14-22パークビル7Ｆ

年金事務所　年金相談
※年金相談は予約制です。

■国民年金基金は国民年金に上乗せする公的な個人年金です

国民年金保険料の一部免除が承認された人へ

国民年金基金をご存知ですか

知っておきたい

問合せ先　熊本東年金事務所お客様相談室☎096（367）2503　　　保険課国保年金係☎㉒1111（内線2164・2167）　

国 民 年 金

国民年金基金 に加入できる人！

国 民 年 金 基 金 のポイント！
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発掘調査現場の説明を受ける参加者

お城に想いを馳せながら
宇土城跡体験発掘　開催

　8月3日、神馬町にある中世宇土城跡 （西岡台）でイベント
「宇土城跡体験発掘」が行われました。市では、宇土城跡の史
跡整備に向け、城の構造解明を目的とした発掘調査を継続的
に行っていて、今回のイベントはその取組みや成果を広く知っ
てもらうために行ったものです。
　城跡全体をめぐる散策と、調査中の現場を掘る体験とを組
み合わせた今回のイベントには、市内外から子どもや歴史愛
好家たちが訪れ、未解明の歴史や城の構造に想いを馳せまし
た。また発掘作業の体験では、土の中から時折出土する土器
に興奮する子どもたちの笑顔が見られました。

タウントピックス

環境、資源の大切さを実感
鶴城中生徒が環境学習

　8月8日、鶴城中学校（松本隆一校長）の2年生4人が船場川の
水質調査などの体験学習を通して川について学びました。
　これは、水質をはじめ騒音や振動などの環境測定を主に扱う
ニチゴー九州㈱環境分析部（北段原町）が子どもたちに体験か
ら環境問題に意識を持ってもらい、地域社会の環境保護に貢献
しようと、毎年実施しているものです。
　生徒らは船場川の上流、中流、下流の3地点で測定用の試薬
や器具を使い水質や透明度などを測定。その後、同センターに
移動し、採取した3地点の水の科学的な分析なども行い、船場
川を通して自然環境への理解を深める1日を過ごしました。

船場川上流で採水

みんなで支えよう　みんなの社会保障
九州財務局　財政に関する講演会開催

　8月22日、福祉センター 2階大会議室で、財務省主計局彦谷
直克主計官（厚生労働第二担当）の講演会が開催され、市関係
者など約7０人が参加しました。これは、今年4月に九州財務局
と市が包括連携協定を結んだことで今回、初めて開催したもの
です。元松茂樹市長は「包括連携協定を結び、財務局のノウハ
ウを市に取り入れ、地域活性化につなげていきたい」とあいさ
つしました。
　講演会では、「みんなで支えよう　みんなの社会保障」と題
し、国の歳出の6０％を占めている社会保障（医療・介護・年金・
生活保護など）の現状とこれからどうしたら良いのかなどにつ
いて話がありました。

講演会の様子

平成 26・9  （12） 



Town Topix

将来の宇土市を背負って立つ
子ども議会開催
　8月8日、市議会本会議場で「子ども議会」が開催されました。
これは、小・中学校の代表者が、身近な問題から自分たちが暮
らす地域の諸問題や将来のまちづくりについて、子どもの自由
な発想や視点から捉えた質問や意見を発表し、模擬市議会を体
験するとともに、市としても子どもたちから出された提案や要
望などを、今後の市政運営に活用するために開催したもので、
今年で7回目。
　この日は、市内小・中学校の代表児童・生徒14人が、子ども
議員として登壇。環境問題や人口増加対策などについて質問を
し、市執行部が丁寧に答弁しました。子ども議員として参加し
た児童・生徒は次のとおりです。（敬称略）
龍ひまり（宇土小）、伊豫和奏（宇土小）、建山美空（花園小）、
植田健太郎（花園小）、清永恵美（走潟小）、本田舞（緑川小）、
村田涼（網津小）、鳩野雄一郎（網田小）、光島巧真（宇土東小）、
井上和香（鶴城中）、水浦裕貴（鶴城中）、松下怜斗（住吉中）、
村田颯太（網田中）、筑紫萌々子（宇土中）

参加者の皆さん

ハキハキと大きな声で質問

自然の中で英語に親しもう！
イングリッシュ・サマー・デイキャンプ
　8月21日、県立豊野少年自然の家でイングリッシュ・サマー・
デイキャンプが行われました。これは、将来を担う子どもたち
が英語を話せるようになりたいと思うきっかけづくりとして、市
教育委員会が企画し、今年で4回目になります。
　参加した市内の小学生3０人は、5人のＡＬＴ（外国語指導助手）
といっしょに、野外でのフルーツバスケットやネイチャーレッス
ンゲームなどといった英語版の体験や記念品作りを通して、英
語に触れ合いました。
　参加者は、「自然の名前（山、川、森など）を英語で練習し
てカルタをしたことが楽しかった。紛らわしくて間違うことが
あったが、これを活かして英語の勉強を頑張りたい」「粘土で
のアイランドづくりが楽しかった。一人ひとりそれぞれ違いが
あったのがよかった」「今日の経験を活かして、もっと英語を話
せるようになりたい」などと語り、楽しい夏休みの思い出をつ
くりました。

フルーツバスケットゲームの様子

参加者全員で記念撮影
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市消防団第5分団が準優勝
第30回熊本県消防操法大会
　8月3日人吉スポーツパレス駐車場で第3０回熊本県消防操法大
会が開催され、市を代表して「小型ポンプの部（26チーム）」に
第5分団（網津地区）、「ポンプ車の部（15チーム）」に第7分団（網
田地区）が出場し、第5分団が準優勝に輝きました。
　この大会は、火災現場を想定した放水による消火活動の操作
を行うもので、市民の生命・身体・財産を火災から守るため安
全確実、かつ迅速に行動できるよう訓練することを目的に2年に
1度行われています。
　両分団は、8月6日に市役所を訪れ、市消防団を代表し宮原雄
一団長が「選手たちは、3カ月もの厳しい訓練の成果を十二分に
発揮し、上位入賞を果たすことができました」と報告。元松茂
樹市長は「地域をはじめ各関係者の方々のご支援、ご指導の賜
物であり、今回の好成績は、皆さんの力が集結した結果だと思
います。選手の皆さん長期間の訓練、本当にお疲れさまでした」
と労をねぎらいました。
出場選手（敬称略）
第5分団
山本剛分団長・江副敬士郎・伊藤和範・瀬戸口恭平・
古庄貴光・出口真太郎
第7分団
山本豊分団長・園田大樹・鍬守芳寿・大原健治・山本哲郎・
谷川繁隆・浜崎仁志

宇土の夏は太鼓で燃える！
第29回宇土大太鼓フェスティバル
　8月2日、市民会館で第29回宇土市民夏まつり「宇土大太鼓フェ
スティバル」が行われ、市内外から大勢の観客が訪れました。
今年は、雨のため初めて市民会館での開催となりました。
　このフェスティバルは、各地域に残る大太鼓の復興と伝承を目
的に市内各地の太鼓団体でつくる宇土大太鼓フェスティバル実行
委員会が毎年、行っているものです。
　フェスティバルでは保育園児や県内高校和太鼓部、太鼓教室
受講者、各地区保存会、宇土天響太鼓（保存会青年部）などに
よる演奏や踊りが披露され、出場者は勇壮で華麗なバチさばき
で太鼓を打ち込み、観客を魅了しました。
　また、今回は九州を拠点として活動するプロ太鼓ユニット「壱
打」の演奏もあり、観客からは大声援が送られました。エンディ
ングは、宇土雨乞い太鼓の総打ち。出演団体の代表者らが紅白
の餅を会場で配り、夏の夜の祭典は幕を閉じました。

第 7分団の皆さん

新伝承宇土太鼓 26

第 5 分団の皆さん

築籠太鼓保存会

タウントピックスTown Topix
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帯
全
部
）
④
医
師
判
定
書
（
療

育
手
帳
所
持
者
と
要
介
護
3
、
4
、

5
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
不

要
）
⑤
療
育
手
帳
（
療
育
手
帳
所

持
者
の
み
）

※
要
介
護
3
、
4
、
5
の
認
定
を

受
け
て
い
る
人
の
申
請
は
、
市
か

ら
委
託
し
て
い
る
協
力
機
関
が
代

行
し
ま
す
。

【
宇
土
・
走
潟
】
在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ

ー
あ
さ
ひ
コ
ー
ト
☎
㉓
５
２
６
６

【
花
園
・
轟
】
宇
土
市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
☎
㉔
１
５
５
５

【
緑
川
・
網
津
・
網
田
】
景
雅
苑

居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
㉗
１

・
補
助
金
交
付
申
請
書
兼
実
績
報

　
告
書

・
購
入
時
の
領
収
書

・
自
転
車
安
全
講
習
会
修
了
証
の

　
写
し

・
防
犯
登
録
証
の
写
し

・
滞
納
の
な
い
証
明
書
（
世
帯
全

　
員
分
）

・
補
助
金
交
付
請
求
書

助
成
額

　
購
入
額
の
3
分
の
1
で
、
上
限

2
万
円
。
非
課
税
世
帯
の
場
合
は
、

上
限
3
万
円
。

助
成
対
象
経
費

　
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
の
自
転

車
本
体
購
入
費
、
防
犯
登
録
費
用

【
講
習
会
日
程
・
場
所
】

日
時
　
10
月
1
日
（
水
）
午
前
10

時
～

※
雨
天
の
場
合
は
10
月
7
日（
火
）

午
前
10
時
か
ら
に
延
期
し
ま
す
。

場
所
　
市
民
体
育
館

◆
9
月
26
日（
金
）ま
で
に
、
福
祉

課
へ
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
今
年
度
中
に
電
動
ア
シ
ス
ト
自

転
車
を
購
入
し
た
人
は
、
今
年
度

中
に
手
続
が
必
要
で
す
。
次
年
度

に
な
る
と
補
助
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先
　
福
祉
課
介
護
高
齢
者

支
援
係
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２

１
５
７
）

０
１
０

受
付
期
間
　
10
月
1
日
（
水
）
～

10
月
31
日
（
金
）

問
合
せ
先
　
福
祉
課
福
祉
政
策
係

☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
８
１
４
）

福
祉
課
介
護
高
齢
者
支
援
係
☎
㉒

１
１
１
１
（
内
線
２
１
５
５
）

　
こ
の
た
び
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健

全
な
発
展
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
に
よ
り
、
栄
町
区
自
治

公
民
館
に
会
議
用
テ
ー
ブ
ル
2
台
、

折
り
た
た
み
椅
子
10
脚
、
作
業
用

チ
ェ
ア
30
脚
等
が
整
備
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

は
、
宝
く
じ
社
会
貢
献
広
報
事
業

費
を
財
源
と
し
て
財
団
法
人
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
が
助
成
決
定
を
行

う
も
の
で
、
今
後
、
イ
ベ
ン
ト
や

宝
く
じ
助
成
事
業
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
備
品
を
整
備

会
議
や
学
習
会
に
活
用
さ
れ
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に

役
立
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
係
☎
㉒
６
５
１
０

公民館に整備された備品

（15）   平成 26・9



くらし

　農
地
法
で
は
、
農
地
の
売
買
・

贈
与
・
貸
借
等
は
原
則
と
し
て
経

営
面
積
が
50
ア
ー
ル
以
上
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
農
地
法
の
改
正

に
よ
り
、
農
業
委
員
会
の
判
断
で

下
限
面
積
「
別
段
の
面
積
」
を
設

定
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
改
正
を
受
け
、
農
業
委
員

会
定
例
総
会
で
農
地
の
下
限
面

積
「
別
段
の
面
積
」
を
30
ア
ー
ル

農
地
が
30
ア
ー
ル
か
ら
買
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
！

（
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
）
に
設
定

し
ま
し
た
（
許
可
後
は
3
年
間
の

耕
作
等
が
条
件
）。

　
こ
の
改
正
は
、
平
成
27
年
1
月

1
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
３
３
１
）

11
　月
5
　日
（
水
）
午
前
10
　時
〜

熊
本
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練

【
み
ん
な
で
参
加
し
よ
う
！
】

　
災
害
対
応
の
基
本
と
な
る
「
自

助
」
の
強
化
を
図
る
た
め
、
県
が

県
民
参
加
型
の
地
震
対
応
訓
練

「
熊
本
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
」

を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
訓
練
は
、
県
民
が
、
災
害

か
ら
身
を
守
る
た
め
の
日
頃
の
備

え
と
災
害
発
生
時
の
初
動
対
応
に

係
る
知
識
や
と
っ
さ
の
行
動
を
身

に
付
け
る
と
と
も
に
、
合
わ
せ
て

事
前
学
習
等
を
行
う
こ
と
で
、
防

災
意
識
の
醸
成
を
図
る
も
の
で
す
。

参
加
対
象
　
県
民
（
個
人
）、学
校
、

企
業
、
自
治
会（
自
主
防
災
組
織
）

学校校庭芝生化事業を行いました
（鶴城中・走潟小）

　平成 25 年度事業において、独立行政法人日本スポーツ振興
センターのスポーツ振興くじ（通称：ｔｏｔｏ）の助成を受けて、
鶴城中学校第 2グラウンド整備が完了しました。内容は、テニ
スコート3面とフットサルコート1面を設け人口芝生化を行い、
夜間は市民への一般開放を行っています。　　　　　　　　
　一方、平成 24 年度に行った走潟小学校の天然芝生化整備事
業も引き続き維持活動事業として肥料代や芝刈り機 2台に対し
助成を受け、現在は青々とした芝生が広がり地域住民や子ども
たちに大変好評です。なお、平成 25 年度の助成額は、次のと
おりです。
　鶴城中学校第 2グラウンド人工芝生化事業　33,595 千円
　走潟小学校天然芝維持活動事業　704 千円
問合せ先　学校教育課施設係☎㉒ 6500

等訓
練
内
容
　
訓
練
当
日
、
所
定
の

時
間
に
、
防
災
行
政
無
線
で
訓
練

の
開
始
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

一
斉
に
地
震
発
生
時
の
安
全
行
動

（
※
注
）
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
※
注
）「
姿
勢
を
低
く
す
る
」⇒

「
頭
や
身
体
を
守
る
」⇒

「
揺
れ

が
お
さ
ま
る
ま
で
待
つ
」（
訓
練

所
要
時
間
：
約
1
分
間
）

※
県
は
、
午
前
10
時
15
分
か
ら
熊

本
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
を
行
い

ま
す
の
で
、
そ
の
と
き
に
R
K
K

ラ
ジ
オ
と
熊
本
防
災
行
政
無
線
メ

ー
ル
で
訓
練
開
始
の
お
知
ら
せ
が

入
り
ま
す
が
、
宇
土
市
で
は
午
前

10
時
か
ら
訓
練
を
行
い
ま
す
。

参
加
申
込
方
法
　
県
専
用
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（「
熊
本
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ

ト
」
で
検
索
）
ま
た
は
申
込
用
紙

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
）

※
災
害
等
が
発
生
し
た
場
合
は
、

状
況
に
よ
っ
て
は
訓
練
中
止
と
な

り
ま
す
。

問
合
せ
先
　
危
機
管
理
課
危
機
管

理
係
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
２

４
１
）

平成 26・9  （16） 



くらし

ー
ル
で
訓
練
開
始
の
お
知
ら
せ
が

入
り
ま
す
が
、
宇
土
市
で
は
午
前

10
時
か
ら
訓
練
を
行
い
ま
す
。

参
加
申
込
方
法
　
県
専
用
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（「
熊
本
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ

ト
」
で
検
索
）
ま
た
は
申
込
用
紙

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
）

※
災
害
等
が
発
生
し
た
場
合
は
、

状
況
に
よ
っ
て
は
訓
練
中
止
と
な

り
ま
す
。

問
合
せ
先
　
危
機
管
理
課
危
機
管

理
係
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
２

４
１
）

郵 便 は が き

料金受取人払郵便

熊本北
局承認

差出有効期間
平成 2 7 年 3月
31日まで
切手を貼らずに
このままお出し
ください。

2 3 6 3

8 6 9 0 4 9 0

～総合計画後期基本計画策定～
「元気な宇土市」を目指して

“あなたの意見”をお寄せください！

　今年度、市では「総合計画後期基本計画」（計画期間は
平成27年度から30年度）の策定を行います。
　総合計画後期基本計画とは、市の将来像である「みんな
でつくろう元気な宇土市！」の実現を目指し、私たちの宇
土市を「住みたい」「住んで良かった」「住み続けたい」ま
ちにするための方向性を示すものです。
　今回の基本計画策定にあたって、市の将来像と地区の
将来像の実現に向けて、今後どのような施策に取り組んで
いくべきなのか、市民の皆さんのご意見・ご提言を出来る
だけ取り入れて策定したいと考えています。
　率直なご意見・ご提案をお寄せください。

【提出方法】
　左記のハガキ部分を切り取り、裏面にご意見・ご提案を
記入して、投函するか（切手は不要です）、FAXまたはメー
ルでご意見・ご提案をお寄せください。
【募集期限】
10月15日（水）
【問合せ先】
企画課企画政策係☎㉒1111（内線2221）
FAX ㉒4140
メール：kikaku01@city.uto.lg.jp

〈キリトリ線〉

〈
キ
リ
ト
リ
線
〉

宇土市浦田町51番地
宇土市役所
企画課　行

はじめにこのハガキに回答される方にお尋ねします。
該当する番号を○で囲んでください。

■問　あなたのお住まいの地区は？
　1  宇土　　　 2  花園 　　　3  轟　 　　4  走潟
　5  緑川　　　 6  網津　 　　7  網田

■問　あなたの性別は？
　1  男性　　　 2  女性

■問　あなたの年齢は？
　1  19歳以下　2  20代　　3  30代　　4  40代
　5  50代　　　6  60代　　7  70歳以上

【まちづくりの柱】
1. みんなが安心！（生活・環境）
　暮らしを守り自然を守るまちづくり
2. みんなが元気！（保健・福祉・医療）
　健康で安らぎのあるまちづくり
3. みんなが豊か！（産業・経済）
　豊かで活気あふれるまちづくり
4. みんなが便利！（都市基盤）
　快適な生活を支えるまちづくり　
5. みんなが育む！（教育・文化）
　伝統と学びに感謝のまちづくり

【地区の将来像】
宇土地区　人集うやすらぎの城下町　
花園地区　桜が満開、笑顔も満開、人もくらしも咲き誇る
轟　地区　名水育む歴史文化と農業振興のまち
走潟地区　美しい都市型農村の創造
緑川地区　豊かな自然と人情あふれるまち
網津地区　ほっとできる　アジサイ・ほたるの里
網田地区　地域力（住民力、地域資源力、環境力）を活
　　　　　かした、新しいまち

みんなで実現するまちづくり（協働・行財政運営）



〈キリトリ線〉

〈
キ
リ
ト
リ
線
〉

ご意見・ご提案

「市の将来像」「地区の将来像」を実現するために
市は今後どのような施策に取り組んでいくべきか
皆さんの率直なご意見・ご提案をお寄せください。

認可外保育施設利用助成を行っています

○対象者
　①市内に居住し、かつ市の住民基本台帳に記載されて

いること。
　②児童が、認可外保育施設に、1日4時間以上かつ月16

日以上通っていること（一時預かりは対象外です）。
　③保護者が仕事や病気等で家庭での保育ができない、

といった保育に欠ける状況であること。
　④前年度の所得税課税額が165,000円未満であること。
　⑤助成対象経費と市税を滞納していないこと。
○対象施設
　利用する施設が児童福祉法第59条の2第1項に規定する
施設（保育所業務を目的とする施設で、県の認可を受け
ていないもの）
○助成対象経費
　保護者が負担した月額の保育料と給食費を合計した額
（保育料は基本額のみとし、延長料金等は含みません）
○助成額
　保護者が負担した対象経費（保育料と給食費）から、
認可保育所に入所した場合の保育料月額相当額を差し引

　市では、乳幼児の就園にかかる世帯の経済的負担を軽減するため、市外の認可外保育所を利
用している人に対し、保育料の一部を助成する事業を行っています。
　上半期（4月～ 9月）の利用分は、10月中に申請してください。

いた額を助成します。ただし、上限を10,000円／月とし
ます。
例）3歳未満児で対象経費を35,000円支払っていて、市
の保育料算定額が16,000円（Ｄ1階層）となる場合
　　35,000円－16,000円＝19,000円＞10,000円
　　上限10,000円が適用され、助成金の額は月額10,000円
○申請方法
　次の必要書類を期限までに提出してください。
　①宇土市認可外保育施設利用助成金交付申請書
　②認可外保育施設在籍証明書兼保育料納入済証明書
　③保護者が認可外保育施設入所児童を保育できないこ

とを証明するもの
　④認可外保育施設入所児童が認可保育所に入所した場

合の保育料を算定するための書類
○申請期限
・通園期間4月～ 9月分・・・10月末まで
・通園期間10月～ 3月分・・・4月末まで
申請・問合せ先　子育て支援課子育て支援係
　　　　　　　　☎㉒1111（内線2813・2822）

経済的な問題や
お仕事のこと生活上の
困りごとなどについて
相談を受け付けています

　生活困窮者総合相談支援モデル事業を市社会福祉協
議会に委託して実施しています。
　相談は無料です。お気軽にご相談ください。地域で
安心した生活が送れるよう、ご本人に必要な支援を行
います。
相談受付先　市社会福祉協議会☎㉓ 3756
開 設 時 間　月～金曜日　午前 9時～午後 5時
　　　　　　（土、日、祝日、12月 29日～1月 3日を除く）
問 合 せ 先　福祉課生活支援係
　　　　　　☎㉒ 1111（内線 2811・2825）

くらし
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県警察への相談や情報提供などはこちらへ
相談窓口（電話） 担当課 相談内容 電話

警察安全相談室 広報県民課 警察に対する各種相談 ＃9110（プッシュ回線）、☎096（383）9110
宇城警察署 総務課 警察に対する各種相談 ☎㉝0110
県警HP「けんけいメー
ルボックス」 広報県民課 警察に対する電子メールでの各種相

談 県警HPのメール用フォームから送信

振り込め詐欺相談ホットライン 生活安全企画課 振り込め詐欺の相談 ☎096（381）2567
肥後っ子テレホン 少年課 少年に関する悩みごとなどの相談 ☎096（384）4976、☎0120（02）4976
悪質商法110番 生活環境課 悪質商法・廃棄物に関する情報・相談 ☎096（385）1110
犯罪被害者支援室 広報県民課 犯罪被害者支援に関する相談 ☎096（381）0110（内線2193 ～ 2195）

レディース110番 捜査第一課 性犯罪被害者の悩み・相談 ☎0120（8343）81
☎096（384）1254（携帯電話の人）

痴漢被害等相談 地域課 電車・駅構内での痴漢に関する相談 ☎096（352）4887

暴力追放相談電話 組織犯罪対策課 暴力団が関係する事件・トラブルに関
する相談 ☎096（384）0110

拳銃、覚醒剤相談電話 組織犯罪対策課 拳銃・覚 醒 剤に関する情 報・相 談 ☎096（384）4444

極左110番 警備第一課 極左暴力集団（過激派）に関する情報・
相談 ☎096（384）8110

運転免許・運転免許試
験関係案内 運転免許課

免許関係手続き、高齢者講習・違反
者講習受講案内、運転免許試験の案
内等

☎096（233）0110（運転免許課）
☎096（233）0116（運転免許試験課）
☎096（233）2221（音声案内）

交通情報案内 交通規制課 交通傷害・交通渋滞情報案内 ☎096（381）0110（内線5005）
☎050（3369）6643（日本道路交通情報センター ）

　
最
近
、
市
内
周
辺
か
ら
サ
ル
の

出
没
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

人
へ
の
被
害
は
報
告
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
も
し
、
見
か
け
た
ら
次

の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

1
サ
ル
に
近
づ
か
な
い
（
目
を
合

わ
せ
な
い
）。

　
基
本
的
に
は
サ
ル
の
方
か
ら
人

に
向
か
っ
て
く
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
む
や
み
に
挑
発
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

2
食
べ
物
を
与
え
な
い
。

　
見
え
る
と
こ
ろ
に
食
べ
物
を
置

か
な
い
。
エ
サ
が
手
に
入
り
や
す

い
と
居
つ
い
て
し
ま
い
ま
す
。

3
戸
締
り
を
き
ち
ん
と
す
る
。

　
二
階
の
窓
か
ら
も
家
屋
の
中
に

侵
入
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

4
襲
っ
て
き
そ
う
に
な
っ
た
ら
、

石
な
ど
を
拾
っ
て
投
げ
る
ま
ね
を

す
る
。

　
鳴
り
物
や
棒
等
で
追
い
払
っ
て

く
だ
さ
い
。

注
意

　
野
生
の
サ
ル
は
、
メ
ス
を
中
心

と
し
た
数
十
頭
単
位
の
群
れ
で
、

主
に
森
林
内
で
生
息
し
て
い
ま
す
。

オ
ス
は
他
の
群
れ
に
移
動
す
る
た

サ
ル
の
出
没
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

め
に
、
単
独
ま
た
は
少
数
で
行
動

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
オ
ス
が
「
は
ぐ
れ
サ
ル
」
と
呼

ば
れ
、
そ
の
一
部
が
人
の
生
活
圏

に
出
没
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
野
生
の
サ
ル
で
あ
れ
ば
、
通
常
、

移
動
し
て
山
に
帰
っ
て
い
き
ま
す
。

し
か
し
、
エ
サ
を
与
え
る
と
、
人

の
生
活
圏
か
ら
去
ら
な
く
な
っ
て

し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
人

に
慣
れ
、
農
作
物
を
荒
ら
し
た
り
、

子
ど
も
等
を
襲
う
場
合
が
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
絶
対
に
エ
サ
を
与
え

な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
農
林
水
産
課
林
務
水

産
係
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
３

１
５
）

　
松
橋
東
支
援
学
校
の
教
育
や
子

ど
も
た
ち
の
こ
と
を
地
域
の
人
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
授
業
を
公

開
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参

観
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
日
　

9
月
22
日
（
月
）・
24
日

（
水
）・
25
日
（
木
）

時
間
　
午
前
9
時
45
分
～
午
前
10

時
30
分
（
小
学
部
・
中
学
部
）、

午
前
11
時
～
午
前
11
時
45
分
（
幼

稚
部
）

　
警
察
は
、
犯
罪
等
の
未
然
防
止

に
関
す
る
相
談
そ
の
他
県
民
の
安

全
と
平
穏
に
つ
い
て
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。「
＃
９
１
１
０
」

は
、
携
帯
電
話
か
ら
も
利
用
可
能

で
す
が
、
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
の
電
話
、

一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
は
利
用
で
き
な

い
た
め
、
そ
の
場
合
は
☎
０
９
６

（
３
８
３
）
９
１
１
０
に
お
か
け

く
だ
さ
い
。
相
談
電
話
の
通
話
料

は
有
料
で
す
。

　
警
察
署
で
も
各
種
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
１
１
０
番
は
、
事

件
・
事
故
等
を
緊
急
通
報
す
る
専

用
ダ
イ
ヤ
ル
で
、
通
報
を
受
け
る

と
直
ぐ
に
警
察
官
や
パ
ト
カ
ー
が

現
場
に
急
行
す
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。
緊
急
で
な
い
相
談
事

を
１
１
０
番
す
る
と
、
緊
急
の
事

件
や
事
故
へ
の
対
応
が
遅
れ
る
原

因
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

問
合
せ
先
　
宇
城
警
察
署
☎
㉝
０

１
１
０

松
橋
東
支
援
学
校

「
学
校
公
開
週
間
」

警
察
で
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す

場
所
　
県
立
松
橋
東
支
援
学
校

問
合
せ
先
　
県
立
松
橋
東
支
援
学

校
教
頭
市
原
☎
㉜
１
７
２
６
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くらし
　
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

の
対
象
と
思
わ
れ
る
人
に
は
申
請

書
を
発
送
し
、
申
請
受
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。
申
請
が
済
ん
で
な
い

人
は
、
9
月
30
日
ま
で
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
と

は　
4
月
か
ら
の
消
費
税
率
の
引
上

げ
に
伴
い
、
子
育
て
世
帯
の
家
計

へ
の
負
担
を
減
ら
し
、
消
費
の
下

支
え
を
図
る
た
め
に
、
児
童
手
当

を
受
給
し
て
い
る
人
に
「
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
を
1
回

限
り
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象
者
　
次
の
ど
ち
ら
の
要

件
も
満
た
す
人

①
平
成
26　
年
1　
月
分
の
児
童
手
当

・
特
例
給
付
を
受
給
　
②
平
成
25　

年
の
所
得
が
児
童
手
当
の
所
得
制

限
限
度
額
未
満

※
特
例
給
付
と
は
、
児
童
1
人
当

た
り
月
額
５
０
０
０
円
を
支
給
し

て
い
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

対
象
児
童
　
支
給
対
象
者
の
平
成

26　
年
1　
月
分
の
児
童
手
当
・
特
例

給
付
の
対
象
と
な
る
児
童

　
た
だ
し
、「
臨
時
福
祉
給
付
金
」

の
対
象
と
な
る
児
童
や
生
活
保
護

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
の
受
付
は
9
月
30
日
ま
で

で
す
‼

制
度
の
被
保
護
者
に
あ
た
る
児
童

は
対
象
外
で
す
。

<

注
意
点>

①
平
成
26
年
1
月
1
日
に
生
ま
れ

た
児
童
は
、
平
成
26
年
2
月
分
の

児
童
手
当
・
特
例
給
付
の
対
象
と

な
っ
て
い
れ
ば
、
対
象
児
童
に
含

み
ま
す
。

②
児
童
手
当
・
特
例
給
付
の
対
象

児
童
で
あ
れ
ば
、
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
の
申
請
・
支
給
時

に
中
学
校
を
卒
業
し
て
い
る
場
合

で
あ
っ
て
も
、
対
象
児
童
に
含
み

ま
す
。

③
平
成
26
年
1
月
1
日
以
後
に
亡

く
な
ら
れ
た
児
童
は
対
象
外
で
す
。

支
給
額
　
対
象
児
童
1
人
に
つ
き

1
万
円

申
請
方
法
　
宇
土
市
が
申
請
先
と

な
る
人
に
は
、
子
育
て
支
援
課
か

ら
申
請
書
等
を
お
送
り
し
て
い
ま

す
の
で
、
受
付
期
限
ま
で
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る
提

出
も
可
能
で
す
。
※
郵
送
す
る
場

合
は
、
記
入
・
押
印
も
れ
や
添
付

書
類
の
不
足
等
が
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

受
付
窓
口
　
子
育
て
支
援
課
（
本

庁
1
階
）
午
前
8
時
30
分
～
午
後

5
時
15
分
※
平
成
26　
年
1　
月
1　
日

時
点
で
住
民
票
が
宇
土
市
に
あ
る

人
が
対
象
で
す
。

受
付
期
限
　

9
月
30
日
（
火
）
※

土
日
祝
日
を
除
く

提
出
書
類
　
申
請
書
※
公
務
員
の

人
は
職
場
か
ら
交
付
さ
れ
た
申
請

書
と
児
童
手
当
受
給
状
況
証
明
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
取
方
法
に
児
童
手
当
の
振
込

口
座
と
異
な
る
口
座
を
指
定
す
る

場
合
は
次
の
書
類
が
必
要
で
す
。

本
人
確
認
書
類
（
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
、
旅
券
等

の
写
し
）
指
定
し
た
口
座
が
確
認

で
き
る
書
類
（
通
帳
ま
た
は
キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し
）

注
意

①
原
則
と
し
て
、
申
請
期
間
外
の

申
請
や
平
成
26
年
1
月
1
日
時
点

で
宇
土
市
に
住
民
票
が
な
い
人
の

申
請
は
受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
宇
土
市
以
外
が
申
請
先

と
な
る
人
は
、
そ
の
市
区
町
村
に

問
い
合
せ
る
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
確
認
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

②
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
の
対
象

と
な
る
場
合
は
、
別
途
、
申
請
が

必
要
で
す
。

問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
課
子
育

て
支
援
係
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線

２
８
１
３・２
８
２
２
）〒
８
６
９

−

０
４
９
２
浦
田
町
51
　
制
度
に
関

す
る
こ
と
：
厚
生
労
働
省
相
談
窓

口
☎
０
５
７
０（
０
３
７
）１
９
２

♪ちょっと拝見♪あなたの街のお元気クラブ

問合せ先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医療法人社団　金森会　あさひコート☎㉓5211
福祉課介護高齢者支援係☎㉒1111（内線2151）　　  医療法人社団　小田会　景雅苑☎㉗1010

今回は佐野公民館「お元気クラブ」を紹介します。		 	 	 	 	 	
　佐野公民館では、毎月第2木曜日に開催しています。サポーターさんは頼りになる地元の人3人で、毎回楽しく
笑い声が絶えません。皆さんの交流も盛んに行っています。
　お元気クラブは誰でも自由に参加することができます。
　お住まいの地区で開催されていない、または健康に対して興味のある人はぜひ問い合せください。

ストレッチの合間に会話も弾みます 今日も皆で盛り上がり、元気になりました

平成 26・9  （20） 



くらし

　臨
時
福
祉
給
付
金
は
、
対
象
と

思
わ
れ
る
人
に
は
申
請
書
を
発
送

し
、
9
月
30
日
ま
で
申
請
受
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
給
付
対
象
者
は
、
市
民
税
（
均

等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
人

で
す
が
、
課
税
さ
れ
て
い
る
人
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
場
合
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

申
請
先
　
基
準
日
（
平
成
26
年
1

月
1
日
）
に
住
民
登
録
が
さ
れ
て

い
る
市
町
村

申
請
方
法
　
申
請
書
と
必
要
書
類

（
本
人
確
認
書
類
と
受
取
口
座
の

通
帳
の
写
し
等
）
を
添
付
し
て
同

封
の
返
信
用
封
筒
で
郵
送
す
る
か
、

受
付
窓
口
へ
必
要
書
類
を
持
参
し
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
窓
口
　
市
役
所
5
階
第
2
会

議
室
　

受
付
期
限
　

9
月
30
日
（
火
）
※

土
日
祝
日
を
除
く

受
付
時
間
　
午
前
8
時
30
分
～
午

後
5
時
15
分

問
合
せ
先
　
申
請
方
法
に
関
す
る

こ
と
：
臨
時
福
祉
給
付
金
窓
口
☎

㉒
６
１
６
１
・
６
１
６
２
、
福
祉

課
福
祉
政
策
係
☎
㉒
１
１
１
１

（
内
線
２
８
１
４
）　
制
度
に
関
す

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か
？

る
こ
と
：
厚
生
労
働
省
給
付
金
専

用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
（
０
３

７
）
１
９
２

　県
で
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
へ

の
対
応
と
し
て
、
健
康
相
談
窓
口
、

建
築
資
材
等
分
野
ご
と
の
相
談
窓

口
の
設
置
や
建
築
物
の
解
体
時
の

指
導
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
建
築
物
の
ア
ス
ベ
ス
ト

除
去
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
8

月
か
ら
12
月
の
予
定
で
、
対
象
建

築
物
の
所
有
者
等
の
皆
さ
ん
に
対

し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま

す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
が
届
い
た
ら
、

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
（
な
お
、

こ
の
調
査
に
関
連
し
て
特
定
の
業

者
の
紹
介
等
は
、
一
切
行
い
ま
せ

ん
）。

対
象
建
築
物
　
戸
建
て
住
宅
以
外

の
鉄
骨
造
や
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
等
の
建
築
物

問
合
せ
先
　
県
建
築
課
建
築
物
安

全
推
進
室
☎
０
９
６
（
３
３
３
）

２
５
３
５

吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す

る
調
査
に
ご
協
力
お
願
い
し

ま
す

温故知新　〜うと学だより〜
「第3回　誇り高き“宇土御獅子舞”の伝統」

江戸時代から続く獅子舞　激しく鳴り響くドラや太鼓のリ
ズムに合わせてダイナミックに舞う宇土の御獅子舞。まる
で生きているかのように舞うその姿は、昔も今も見る人を
魅了します。270年以上の歴史があり、今年も10月19日の
西岡神宮例大祭の日に披露されます。
由来　1740（元文5）年、宇土藩五代藩主・細川興

おき

文
のり

公が
家臣を長崎に遣わし、中国伝来の獅子舞の型を研究させ、
さまざまな工夫を加えて完成させたのが始まりと伝えられ
ています。このとき、本町一丁目の若者たちに「御獅子組」
の称号が与えられ、現在も当時のままの舞いの形で受け継
がれています。1961（昭和36）年、県の無形民俗文化財に
指定されました。
獅子の特徴　宇土御獅子舞は雄と雌のペアで、一頭につき
前と後ろに一人ずつ計二人が中に入ります。その姿は堂々
たるもので、角が二本あるのが雄で、一本のものが雌です。
また、他地域の獅子頭衣装は、風呂敷のような布がほとん
どですが、宇土の獅子舞のものは生地が厚いため重厚感が
あります。獅子頭とあわせて約30㎏と大変重いことから、
1回の舞

まいかた

方だけでかなり体力を消耗します。
なぜ「御」がつくのか　殿様が思いついた獅子舞なので
「御」の字がつくという説や、御獅子組は町人ですが、祭
りの当日だけは武士扱いであり、武士が舞うという意味か
ら「御」の字がつくとの説もあります。祭り当日、武士と
御獅子組がぶつかった時、御獅子組の人が武士に「無礼者」
と言ったというエピソードもあります。 宇土御獅子舞（西岡神宮）

昔は本町一丁目の長男だけだった　御獅子組に加入できる
のは、かつては本町一丁目の長男ないし家督相続者だけで
した。しかし、人手不足のため、現在は他の町に住む人た
ちも獅子組に加入できるようになりました。御獅子組を卒
業したあとは、祭り全体の責任者である「警

けいご

固」へ、さら
に警固長まで務めた人は「保存会」に移ります。このよう
に上下関係がしっかりした組織だからこそ、現在まで継承
されてきたともいえるでしょう。
獅子舞が行われる日　基本的には毎年10月19日に行われる
西岡神宮例大祭の日だけです。現在も多くの人で賑わいま
すが、昔はそれ以上の賑わいだったようです。今から95年
前の1919（大正8）年の新聞記事によれば、18日の祭前夜、
夕刻を過ぎると町中が不夜城と化し、祭り当日は沸き返る
ばかりの大賑わいだったと報じています。
伝統を守り受け継ぐ　古くからの伝統芸能が各地で衰退す
るなか、宇土御獅子舞は270年以上も受け継がれてきまし
た。まさに獅子舞
に携わる人々の誇
りと情熱が、江戸
時代以来の伝統を
支えてきたといえ
ます。今年もその
雄姿をぜひご覧く
ださい。
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くらし

認定区分 内容 利用先

1号
認定 教育標準時間認定 お子さんが満3歳以上で、教育を希望する場合 幼稚園

認定こども園

2号
認定 満3歳以上・保育認定 お子さんが満3歳以上で、「保育の必要な事由」に該当し、保育所

等での保育を希望する場合
保育所
認定こども園

3号
認定 満3歳未満・保育認定 お子さんが満3歳未満で、「保育の必要な事由」に該当し、保育所

等での保育を希望する場合

保育所
認定こども園
地域型保育

　平成 24 年 8 月に成立した「子ども・子育て関連 3法」に基づき、幼

児期の学校教育や保育、地域の子育て支援の量の拡充や質の向上を進め

ていく「子ども・子育て支援新制度」が平成 27 年 4 月からスタートす

る予定です。

【子ども・子育て支援新制度とは？】
①認定こども園、幼稚園、保育所を通じた共通の給付（施設型給付）および小規模保育等への給付（地域型保育給付）
　の創設
　施 設 型 給 付：認定こども園、幼稚園、保育所それぞれに財政措置されている施設運営のための給付が一本

化されます。
　地域型保育給付：家庭的保育や小規模保育、事業所内保育など地域の実態に応じた事業が実施され、都市部に

おける待機児童解消とともに、子どもの数が減少傾向にある地域における保育機能の確保に
対応します。

②認定こども園制度の改善
　認定こども園について、認可・監督指導を一本化し、学校および児童福祉施設として法的に位置づけます。
　認定こども園：幼稚園の機能と保育所の機能を備え、認定基準を満たす施設。
③地域の実情に応じた子ども・子育て支援（地域子育て支援拠点、放課後児童クラブなど）の充実
【宇土市では】
　「子ども・子育て支援新制度」スタートに向けて、子ども・子育て会議を設置し、新制度への円滑な移行がで
きるよう各種基準の制定など必要な準備を進めながら、宇土市のニーズ調査をもとに「子ども・子育て支援事業
計画」の策定を実施していきます。
【新制度の流れ】
　認定こども園・幼稚園・保育所等の利用を希望する保護者の人に、利用のための認定の申請をしてもらいます。
新制度では、3つの区分の認定に応じて、利用先が決まっていきます。
　手続きはこれまでの時期や流れが大きく異なるものではありません。具体的な手続き方法については、決定次
第お知らせします。

【新制度の利用にかかる保育料は？】
　新制度のさまざまな支援にかかる保育料の額は、現行の負担水準や保護者の所得に応じて、国が今後定める基
準を上限として、市が定めることになります。

問合せ先　子育て支援課子育て支援係☎㉒ 1111（内線 2813・2822）

平成 27年 4月から

「子ども・子育て支援新制度」
が始まります！

平成 26・9  （22） 



くらし

同 和 問 題

「同和問題」とは
　日本社会の歴史的発展過程で形づくられた身分的差別により今日においても、同和地区・被差別部落に生まれたまた
は住んでいるという理由だけで、根拠のない言い伝えや偏見によって差別され、すべての国民に保障されているはずの
基本的人権が、完全には保障されていないという重大な人権問題です。

●もし、あなたが、自分の生まれたところや住んでいる（住んでいた）ところを理由に差別を受けたら、どう思いますか？
Ｑ　どんな課題がありますか？
①結婚や就職の際に、出身地等を理由に差別を受けること
　　本人の人柄や能力とは関係のない出身地等を理由に差別が起きている。
②インターネット上での差別表現や差別情報の掲載
　　匿名性を悪用した誹謗中傷する差別的書き込みや情報の掲載が問題となっている。
③不動産売買等における「土地差別」
　　都市開発、マンション建設や不動産売買において「土地差別」が報告されている。

●わたしたちにできることは？
　同和問題について、正しく理解し、迷信や世間体等に左右されない人権感覚を身につけましょう。
　現在もなお部落差別が残されているのは、同和問題について正しく学んでいないことが大きな要因です。正しく理解
していないと、誤った情報や不確かな情報によって予断・偏見をもってしまうことにつながります。「寝た子を起こすな」
では、差別を次の世代に残すことになります。

（県人権センター啓発資料から一部抜粋）
問合せ先　生涯学習課生涯学習係☎㉒ ６５1０

シリーズ
私たちと人権

─ 47─

家庭教育シリーズ 59
人生で大切なことは、自然の中で学んだ。
　テレビやテレビゲームなど屋内の遊びが増え、自然の中で遊ぶことが少なくなっています。野外で遊ぶことをす
すめたり、実際に自然の中に連れだしたりして、動植物や自然とふれあう楽しさに気づかせましょう。地域の自然
に親しむ活動に家族ぐるみで参加したり、時には親から離して子ども一人で参加させましょう。
　自然の中で遊ぶことで、驚きや感動を体験し豊かな感性をはぐくむとともに、自然や環境を大事にする心や忍耐
することの大切さなどを学びます。

（文部科学省「家庭教育手帳　小学生（低学年～中学年）編」から抜粋）　
問合せ先　生涯学習課生涯学習係☎㉒651０

“子どもは自然の中で遊ばせる”

小学生編
（低学年〜中学年）
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くらし

　市民の皆さんといっしょに、市の事業をより良いものにバージョンアップ ！！
事業リフォームとは？
　市が行っている事業を対象に、公募を含めた外部委員で組織する「宇土市事業リフォーム市民会議」で、事業の
必要性や実施主体の見直し、実施方法の改善などについて協議するもので、今年度の事業リフォームは、第 1 期市
長マニフェスト効果検証と位置づけ、マニフェスト達成にむけて 4 年間で取り組んだ市の事業を対象に実施します。　
目　　的

【1】市民目線（外部委員）での評価・見直し・改善（現状のやり方でよいか、より良い方法が他にないか、市役
　　所内部の考え方と市民の考え方に温度差がないか等）を行うこと。

【2】事務事業を再編整理することにより、予算の効率的・効果的な活用を図ること。
【3】市民参加の事業リフォームを行うことで、市民の皆さんに行政活動に関心をもっていただく機会とすること。
実施方法　
　A班・Ｂ班の 2 班体制（外部委員各 6 人）で各 5 事業、合計 10 事業に対してリフォームを行います。
≪リフォームの流れ（1事業 60 分）≫

【1】市職員による事業説明（15 分程度）
【2】質疑・議論（25 分程度）
【3】事業を「不要（廃止）」「改善して市で実施」「現行どおり市で実施」「規模を拡大して市で実施」の 4 区分
　　で評価（15 分程度）

【4】評価後のレビュー（委員からの改善方法の提案）（5 分程度）
対象事業
第1期市長マニフェスト達成のために取り組んだ 64 事業のうち 10 事業について実施します。

傍聴する人へ
●傍聴の事前申込みは不要です。都合の良い時間にお越しください。
●車で来る場合は、市役所玄関前駐車場、または、市役所裏市民駐車場を利用してください。
●会場が 2 箇所に分かれています。それぞれの会場入口前で資料を取り入室してください。
　※案内係を福祉センター 1 階に配置していますので、不明な点はそちらで確認してください。
●会場内での飲食や喫煙はご遠慮ください。また、写真撮影、録画、録音等は出来ませんのでご了承ください。
　※その他、傍聴にあたってのお願い事項は、当日配布する資料をご覧ください。
問合せ先　企画課企画政策係☎㉒ 1111（内線 2221）

≪リフォーム対象一覧≫

期日 時間 A班（市役所別館2階講習室） B班（福祉センター 2階会議室）
担当課 事業名 担当課 事業名

10月9日
（木）

18:30~19:30 まちづくり
推進課 ・まちづくり活動支援事業 総務課 ・民間企業への職員派遣

19:40~20:40 学校教育課 ・大学・専門学校等奨学金 土木課 ・公共的道路等にかかる原材料支給
  事業

10月11日
（土）

16:30~17:30 企画課 ・コミュニティバス・ミニバス
  運行事業 商工観光課 ・公共サイン事業

17:40~18:40 福祉課 ・電動アシスト自転車購入費
  助成事業 農林水産課 ・農業・漁業経営者のためのアドバイ

  ザー制度導入と専門職員の配置事業

18:50~19:50 税務課 ・新築家屋に対する固定資産
  税の減免

農林水産課
農業委員会 ・耕作放棄地解消緊急対策事業

宇土市事業リフォームを開催！傍聴に来ませんか？
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宇土市議会議員選挙
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票
日
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くらし

野焼きは禁止されています
　「洗濯物に臭いがついて困る」「悪臭により気分が悪くなった」「煙が部屋に入るので窓を開けられない」「近所で草
木を燃やして煙たい」など苦情が寄せられています。ごみは燃やすと煙や悪臭による住民間のトラブルや生活環境
の悪化の原因となります。
　また、火事の原因となる場合もあり、先日も、野焼きを原因とする小火が発生しています。家庭から出たごみや
剪定した草木は、自宅で燃やさずに、ごみ出しのルールに従って処理しましょう。

　例外的に、どんどやなどの伝統行事や農林水産業を営むために必要なものは、認められていますが、近くの人た
ちの迷惑にならないよう焼却の時間や風向きなどを考慮するようお願いします。

活用してください！環境にやさしい補助制度

●太陽熱温水器設置費補助金
　住宅用の太陽熱温水器設置に対する補助金を交付します。

（補助内容）
　補助金の額は、補助対象経費の5分の1の額とし、上限は50,000円です。補助金は、市内で利用できる商品券を発
行します。また、補助額に1,000円未満の端数が生じたときは切り捨てます。

●太陽光発電システム設置費補助金
　太陽光エネルギーを、市民が積極的に利活用したまちづくりを進めるために、住宅用太陽光発電システムを設置
する人に対し補助金を交付します。
　補助金の交付対象者は、市内に居住しまたは居住を予定する人で、市の区域内の既存住宅および新築住宅（店舗
等との併用住宅を含む）に発電システムを設置する人です。

（補助内容）
　1住宅あたり60,000円とします。ただし、市内に本店、支店、営業所等を置く事業者が設置工
事を施工する場合は、さらに60,000円の商品券を補助します。

●合併浄化槽設置整備事業
　下水道認可区域外にお住まいの人で、自宅に合併浄化槽を設置する人へ補助金を交付します。今年度から、くみ
取便所や単独浄化槽から合併浄化槽へ転換する場合に、設置費だけではなく、処分費等にかかる費用も上乗せし補
助しています。
（例1）くみ取便所から合併浄化槽（5人槽）へ転換した場合
　　  設置費332,000円＋転換費166,000円＝498,000円（上限額）

（例2）単独浄化槽から合併浄化槽（5人槽）へ転換した場合
　  　設置費332,000円＋転換費256,000円＝588,000円（上限額）

※これらの補助金はすべて、設置前の申請が必要です。また、詳しい内容については問い合せください。
問合せ先　環境交通課環境交通係☎㉒ 1111（内線 2821、2823、2827）

環境 シリーズ Vol.6

罰則があります
廃棄物の野焼き行為禁止に違反した場合は、5年以
下の懲役もしくは1,000万円以下の罰金、またはそ
の両方が科せられることがあります。

火事の原因

煙の害 悪臭
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訓
練
手

当
の
支
給
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先
　
鹿
児
島
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校
☎
０
９
９
６（
４
４
） 

２
２
０
６
　
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

平
成
27
年
度
鹿
児
島
障
害
者

能
力
開
発
校
訓
練
生
募
集

両方会員

協力会員

依頼会員

宇土市ファミリーサポートセンター協力会員大募集！！
　ファミリーサポートセンターでは、協力会員を募集しています。
【ファミリーサポートセンターとは・・？】
　子育ての援助を受けたい人と援助を行いたい人が会員になり、お互いが助け合う会員制の相互援助組織です。セ
ンターのアドバイザーがお世話します。

利用料金　1時間 600 円（夜の時間帯や休日などは 700 円）※市内在住の人には、市が半額を助成します。

　8月 1日現在、依頼会員 177 人、協力会員 35人、両方会員 9人、合計 221 人が登録しています（会員登録は無料です）。
　協力会員の主な活動は、依頼会員に代わって幼稚園・保育園への送迎をしたり、依頼会員の通院のため協力会員
の自宅でお子さんを預かるといった内容です。 7 月には、35 件の活動がありました。
　育児の手伝いが出来る人は、協力会員としてぜひご参加ください。今年度は、協力会員養成講座を平成 27 年 2 月
中に開催を予定しています（連絡をいただいた人には、講座のご案内をします）。
問合せ先　市ファミリーサポートセンター（児童センター内）☎㉓ 3303　
　　　　　子育て支援課子育て支援係☎㉒ 1111（内線 2813）

日
時
　

9
月
20
日
（
土
）
午
前
10

時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

場
所
　
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
み
ど
り
か
わ

内
容
　
～
あ
な
た
の
一
番
大
切
な

人
を
救
え
ま
す
か
～

　「
A
E
D
の
使
い
方
を
知
り
た

い
」
な
ど
の
声
に
応
え
、【
応
急

手
当
】、【
A
E
D
の
使
い
方
】
に

つ
い
て
見
て
、
触
れ
て
、
体
験
で

き
る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
も

し
も
の
時
の
た
め
に
、
地
域
で

い
っ
し
ょ
に
学
び
ま
せ
ん
か
。
参

加
費
は
無
料
で
す
。
多
く
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
日
は
、
今
年
で
10
回

目
を
迎
え
た
「
み
ど
り
か
わ
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
の
感
謝
祭
」
も
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。
ご
不
明
な
点
な

ど
あ
れ
ば
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
福
祉
課
介
護
高
齢
者

支
援
係
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２

１
５
７
）　
景
雅
苑
居
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
☎
㉗
１
０
１
０
　
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
み
ど
り
か
わ
☎
㉒
７

７
５
５

家
族
介
護
教
室
で
A
E
D

の
使
い
方
を
学
び
ま
せ
ん
か

　県
で
は
、「
く
ま
も
と
県
民
節

電
所
」
サ
イ
ト
を
活
用
し
、
更
な

る
県
民
の
節
電
意
識
の
向
上
、
節

電
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
促
進
す

る
た
め
、「
熊
本
県
夏
の
節
電
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
体
調
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、

節
電
に
取
り
組
ん
で
、
ぜ
ひ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
対
象
　
節
電
所
サ
イ
ト
に
登

録
し
て
い
る
県
内
の
家
庭
（
今
か

ら
で
も
登
録
で
き
ま
す
）

参
加
方
法
　
①
体
調
に
気
を
つ
け

な
が
ら
、
8
月
、
9
月
に
自
主

的
、
積
極
的
に
節
電
を
実
施
②
登

録
が
済
ん
で
な
い
人
は
、
く
ま
も

と
県
民
節
電
所
サ
イ
ト
に
会
員
登

録
※
会
員
登
録
が
済
ん
で
い
る
人

は
、
再
度
の
会
員
登
録
は
不
要
③

「
電
気
ご
使
用
量
の
お
知
ら
せ
」

（
九
州
電
力
発
行
）
の
平
成
26
年

8
月
分
、
9
月
分
を
用
意
④
平
成

26
年
8
月
分
、
9
月
分
の
電
気
使

用
量
と
前
年
8
月
分
、
9
月
分
の

電
気
使
用
量
を
「
く
ま
も
と
県
民

節
電
所
サ
イ
ト
」
に
入
力
（
10
月

20
日
ま
で
）

※
①
～
④
全
て
実
施
す
る
こ
と
で
、

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
参
加
と

「
夏
の
節
電
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

大
募
集
！

し
ま
す
。

参
加
特
典
　
平
成
26
年
8
月
、
9

月
の
合
計
電
気
使
用
量
が
、
前
年

8
月
、
9
月
の
合
計
電
気
使
用
量

よ
り
も
削
減
で
き
た
家
庭
を
対
象

に
抽
選
を
行
い
、
当
選
者
に
は
県

産
品
を
進
呈
し
ま
す
。
1
万
円
分

相
当
を
10
組
、
5
千
円
分
相
当
を

40
組
に
進
呈
す
る
予
定
で
す
。

参
加
期
限
　
10
月
20
日
（
月
）

問
合
せ
先
　
県
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

課
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
３
２
０

育児の手伝いをしてほしい人（生後 6カ月から小学 3年生までのお子さんが対象となります）
市内在住、または市内に勤務している人
育児の手伝いができる人
市内在住の 20 歳以上の人で、自宅で子どもを預かることができる人
※市が開催する協力会員養成講座を受講する必要があります。
援助を受けることと行うことの両方を希望する人
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募集・催し

　　　　　　　　　　　　　公共工事等入札結果の公表	 	 	 	 （単位：円）

入札
月日 件　　　　　名 予定価格（税込）落札金額（税込） 落札業者 応札

業者数 工　　　期

7.22 網津小学校プール改築本体工事 144,300,960 122,655,600 ㈱山口工務店 6 26.8.6〜27.2.27
入札
月日 件　　　　　名 予定価格（税込）落札金額（税込） 落札業者 指名

業者数 工　　　期

8.12

汚水607-2号城塚枝線管渠築造工事 18,441,000 16,092,000 ㈱吉田組 12 26.8.26〜27.1.29
花園小学校トイレ改修工事 19,433,520 18,576,000 ㈱佐藤秀建設 8 26.8.26〜26.10.31
曽畑地区配水管改良工事 3,380,400 3,210,840 ㈲上田電気工業 11 26.8.26〜26.11.4
馬之瀬地区配水管改良工事 3,110,400 3,013,200 ㈱中山工業所 11 26.8.26〜26.11.4
網津小学校プール改築機械設備工事 11,127,240 10,562,400 ㈲プラムテック 9 26.8.26〜27.2.27
網津小学校プール改築電気設備工事 7,234,920 6,873,120 ㈲村田電設 8 26.8.26〜27.2.27
平成26年度 網田漁港水産基盤機能保全修正計画策定業務委託 7,115,040 6,696,000 ㈱中央技術コンサルタンツ九州支店 10 26.8.19〜26.12.26
汚水608-3号城塚枝線管渠築造工事に伴う測量設計業務委託 2,582,280 2,430,000 アジアエンヂニアリング㈱熊本支店 11 26.8.19〜26.11.26
平成26年度 笹原8号線測量設計業務委託 2,097,360 1,987,200 ㈱熊本県弘済会 8 26.8.19〜26.11.4
平成26年度 北村中2号線測量設計業務委託 2,008,800 1,911,600 ㈱シビコン 9 26.8.19〜26.11.17
平成26年度 中央線測量設計業務委託 1,933,200 1,836,000 ㈱宮田設計 8 26.8.19〜26.11.4
平成26年度 東村中4号線測量設計業務委託 1,908,360 1,836,000 ㈱富友測量設計 8 26.8.19〜26.11.17
平成26年度 宮庄3号線測量設計業務委託 1,793,880 1,728,000 九州建設コンサルタント㈱南九州支店 8 26.8.19〜26.11.17
平成26年度 古保里・曲野線測量設計業務委託 1,750,680 1,674,000 ㈲アイエムプラン 8 26.8.19〜26.11.17
平成26年度 三拾町・馬之瀬3号線測量設計業務委託 1,540,080 1,447,200 ㈲イーイーシー 8 26.8.19〜26.11.4
平成26年度 中央線陸橋照明施設設計業務委託 1,485,000 1,382,400 ㈱熊本建設コンサルタント 9 26.8.19〜26.11.4
平成26年度 上松山5号線測量設計業務委託 1,441,800 1,382,400 ㈱アイコンサルタント 8 26.8.19〜26.11.4
平成26年度 三拾町1号線測量設計業務委託 1,265,760 1,198,800 ㈱ウラタ・シビル・コンサルタント 8 26.8.19〜26.11.17
平成26年度 椿原・神馬線擁壁補修測量設計業務委託 1,146,960 1,080,000 ㈲新興測量設計 9 26.8.19〜26.11.4
平成26年度 佐野・大曽1号線測量設計業務委託 1,016,280 961,200 東和測量設計㈱ 8 26.8.19〜26.11.4
平成26年度 網田中央線測量設計業務委託 997,920 939,600 ㈱明進測量設計 8 26.8.19〜26.11.17
平成26年度 松山・野田線測量設計業務委託 951,480 907,200 ㈱長田測量設計 8 26.8.19〜26.11.4
平成26年度 江部・古保里線測量設計業務委託 853,200 799,200 ㈱和調査設計 8 26.8.19〜26.11.4
平成26年度 曽畑・辺田線測量設計業務委託 853,200 799,200 ㈱明進測量設計 8 26.8.19〜26.11.4
平成26年度 岩熊・布古閑1号線測量設計業務委託 844,560 799,200 ㈱第一コンサルタント 8 26.8.19〜26.11.17
平成26年度 栗崎・打越線測量設計業務委託 721,440 680,400 ㈱長田測量設計 8 26.8.19〜26.11.4
平成26年度 打越3号線測量設計業務委託 689,040 648,000 旭測量設計㈱ 8 26.8.19〜26.11.4
平成26年度 城之浦・上古閑線測量設計業務委託 624,240 583,200 ㈱レインボープランニング 8 26.8.19〜26.11.4
平成26年度 宇土市管内市道地質調査業務委託 1,949,400 1,836,000 ニチレキ㈱熊本営業所 5 26.8.19〜26.10.17
平成26年度 中央線陸橋調査及び第二松山橋・宇土駅自由通路橋点検業務委託 9,533,160 8,856,000 ㈱トーニチコンサルタント　熊本事務所 10 26.8.19〜27.1.30
宇土市役所別館太陽光発電設備設計業務委託 810,000 786,240 ㈲アール設備企画 10 26.8.19〜26.10.20
宇土市民体育館太陽光発電設備設計業務委託 810,000 786,240 ㈲アール設備企画 10 26.8.19〜26.10.20

　予定価格（建設工事のみ）および入札の経緯などについては、財政課で閲覧することができます。
　問合せ先　財政課契約管財係☎㉒ 1111（内線 2232）

　
今
年
度
か
ら
新
た
に
県
農
業
公

社
が
「
農
地
中
間
管
理
機
構
」
と

し
て
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ

の
機
構
は
、
農
業
経
営
を
縮
小
す

る
人
や
相
続
し
た
農
地
の
借
り
手

を
探
し
て
い
る
人
な
ど
か
ら
農
地

を
借
り
受
け
、
地
域
の
担
い
手
農

家
な
ど
に
貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。

『
地
域
の
担
い
手
農
家
に
農
地
を

貸
し
た
い
』『
良
い
農
地
が
あ
れ

ば
借
り
た
い
』
と
い
う
人
は
ぜ
ひ

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　
機
構
に
農
地
を
貸
し
た
い
場
合

は
、
貸
付
申
込
書
を
農
地
が
属
す

る
市
町
村
ま
た
は
Ｊ
Ａ
の
担
当
窓

口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
随
時

受
付
）。
機
構
か
ら
農
地
を
借
り

た
い
場
合
は
、
機
構
が
年
間
3
回

実
施
す
る「
借
受
希
望
者
の
募
集
」

に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
（
第
1
期

：
5
月
1
日
～
5
月
30
日
、
第
2

期
：
9
月
1
日
～
9
月
30
日
、
第

3
期
：
1
月
5
日
～
2
月
3
日
）。

　
詳
細
は
、
県
農
業
公
社
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
各
市
町
村
、
Ｊ
Ａ
の

窓
口
に
備
え
付
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
県
農
業
公
社
☎
０
９

６
（
２
１
３
）
１
２
３
４

農
地
を
『
貸
し
た
い
人
』『
借

り
た
い
人
』
を
募
集
し
て
い

ま
す
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募集・催し

　市
観
光
物
産
協
会
主
催
『
う
と

潮
風
マ
ル
シ
ェ
』
の
出
店
者
を
募

集
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
1
日
（
土
）・
2
日

（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
4
時

場
所
　
宇
土
マ
リ
ー
ナ
芝
生
広
場

募
集
内
容
　
農
産
物
や
ジ
ャ
ム
な

ど
の
加
工
品
、
パ
ン
や
ス
イ
ー
ツ

な
ど
の
飲
食
物
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド

雑
貨
、
服
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど

募
集
店
舗
数
　
約
15
店
舗

募
集
期
限
　
募
集
店
舗
数
に
達
し

た
時
点
で
締
め
切
り
ま
す
。

そ
の
他
　
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
や
申

込
方
法
は
、
市
観
光
物
産
協
会
事

務
局
へ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
先
　
市
観
光
物

産
協
会
事
務
局
（
商
工
観
光
課
内
） 

☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
２
０
９
） 

『
う
と
潮
風
マ
ル
シ
ェ
』

出
店
者
募
集
！

　
思
い
っ
き
り
「
運
動
の
秋
」
を

満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
皆
さ
ん

の
参
加
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

期
日
　
11
月
1
日
（
土
）

平
成
26
年
度
宇
土
市
福
祉
ス

ポ
ー
ツ
大
会
（
屋
内
ペ
タ
ン

ク
競
技
等
）
開
催

開
会
式
　
午
前
9
時
30
分

競
技
開
始
　
午
前
10
時

場
所
　
市
民
体
育
館

申
込
資
格
　
①
市
内
在
住
で
身
体

障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
所
持
し

て
い
る
人
②
市
内
の
事
業
所
等
を

利
用
し
て
い
て
障
害
者
手
帳
を
所

持
し
て
い
る
人
（
市
外
在
住
の
人

も
参
加
可
）
③
市
内
在
住
の
ひ
と

り
親
で
子
を
養
育
し
て
い
る
親
子

と
そ
の
家
族

申
込
方
法
　
福
祉
課
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
を
提
出

※
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
会
員

と
市
母
子
会
会
員
は
各
地
区
会
長

を
通
じ
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
10
月
10
日
（
金
）

申
込
み
・
問
合
せ
先
　
福
祉
課
福

祉
政
策
係
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線

２
８
１
２
）

～
こ
ど
も
の
て
　
ほ
ご
し
ゃ
の
て

よ
う
ち
え
ん
の
て
　
つ
な
げ
よ
う

つ
な
が
ろ
う
　
子
育
て
の
輪
～

【
宇
土
幼
稚
園
】

日
時
　
10
月
5
日
（
日
）

午
前
9
時
開
始

※
雨
天
の
場
合
は
10
月
6
日（
月
） 

幼
稚
園
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

内
容
　
運
動
会
参
観
・
参
加
（
午

前
中
で
終
了
し
ま
す
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
⑦
「
よ
う
こ
そ
小
さ

な
お
客
様
」
に
親
子
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
（
午
前
9
時
30
分
頃
の

予
定
）。

駐
車
場

　鶴
城
中
学
校
横
駐
車
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
花
園
幼
稚
園
】

日
時
　

9
月
25
日
（
木
）

受
付
午
前
9
時
45
分
～
午
前
10
時

内
容
　
運
動
会
ご
っ
こ
（
園
児
と

い
っ
し
ょ
に
か
け
っ
こ
・
ダ
ン
ス

・
体
操
な
ど
楽
し
く
遊
び
ま
す
）

※
運
動
会
は
10
月
4
日
（
土
）
未

就
園
児
か
け
っ
こ
を
予
定
し
て
い

ま
す
（
午
前
10
時
頃
の
予
定
）。

駐
車
場
　
花
園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
裏
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
　
就
園
前
幼
児（
2
歳
か
ら
） 

※
事
前
の
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

※
平
成
27
年
度
入
園
前
説
明
会
は
、

広
報
う
と
10
月
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

※
子
育
て
に
関
す
る
相
談
も
受
け

付
け
ま
す
。

問
合
せ
先
　

宇
土
幼
稚
園
☎
㉒
０
３
２
６
　

花
園
幼
稚
園
☎
㉒
０
０
３
１

にっぽん縦断こころ旅　お手紙募集
〜教えてください！あなただけの「こころの風景」エピソード〜

　市税・市料金の口座振替は、便利・安全・確実しかも環境にやさしい納付方法です。
　そこで市では、昨年度に引き続き、平成 26 年度を『口座振替推進強化年』として定め、キャンペーン期間（平成 27
年 3 月末日まで）中に、口座振替手続きを完了し、金融機関窓口から交付される『手続きの控え』を、税務課、網津支
所または網田支所のいずれかに持参した人に、もれなく『あじさいの湯入湯券』か『ごみ袋 1巻』（いずれか 1点、初回
申請分に限る）を進呈します。

平成 26 年度『口座振替推進強化年』
口座振替推進キャンペーン　実施中便利 安全 確実

市税・市料金は、口座振替がお得です！期間中、もれなくプレゼント進呈 !!

Q ＆ A
●対象となる口座振替には何がありますか？
　　市税（市県民税・固定資産税・国民健康保険税・軽自動車税）、上下水道・簡易水道料、市営住宅使用料、介護保
険料、後期高齢者保険料です。ただし、市県民税と介護保険料については特別徴収（年金天引等）が優先されます。

●口座振替手続きは、どこで出来ますか？
　　市内の肥後銀行、熊本銀行、ＪAうき各支所・出張所、信用組合、信用金庫、労働金庫およびゆうちょ銀行の各
窓口です。

●口座振替手続きには、何が必要ですか？　⇒　①引落す通帳　②通帳印鑑
●一つの通帳から家族の分も引落し可能ですか？　⇒　可能です。
●その他留意事項は？
　　既に口座振替している市税または市料金、および申込依頼書に不備がある場合は対象外です。

問合せ先　税務課収納係☎㉒ 1111（内線 2144）

平成 26・9  （28） 



募集・催し

　「お
地
蔵
さ
ん
制
作
講
座
」・「
硯

制
作
講
座
」
を
募
集
し
ま
す
。
世

界
に
1
つ
だ
け
！
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

お
地
蔵
さ
ん
と
硯
を
作
り
ま
せ
ん

か
。

第
2
期
生
申
込
期
間
　

9
月
16
日

（
火
）
～
9
月
22
日
（
月
）
※
定

員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

■
「
お
地
蔵
さ
ん
工
房
講
座
」（
月

曜
日
開
催
）

指
導
日
　
第
2
期
：
10
月
27
日
、

11
月
10
日
、
17
日
、
12
月
1
日
、

8
日
、
15
日

時
間
　
午
後
1
時
30
分
～
午
後
4

時場
所
　
児
童
セ
ン
タ
ー
（
ピ
ロ

テ
ィ
ー
）

定
員
　

8
人

費
用
　
受
講
料
（
３
０
０
０
円
）

石
材
購
入
（
２
０
０
０
円
）
合
計

５
０
０
０
円
で
す
。
道
具
等
は
す

べ
て
貸
与
し
ま
す
。

■
「
硯
制
作
教
室
講
座
」（
木
曜

日
開
催
）

指
導
日
　
第
2
期
：
10
月
16
日
、

23
日
、
30
日
、
11
月
6
日
、
13
日
、

20
日

時
間
　
午
後
1
時
30
分
～
午
後
4

時 馬
門
石
等
活
用
講
座

第
2
期
生
募
集
！

場
所
　
市
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
2

階
小
会
議
室

定
員
　

8
人

費
用
　
受
講
料
（
３
０
０
０
円
）

石
材
・
消
耗
品
代（
１
５
０
０
円
）

合
計
４
５
０
０
円
で
す
。
道
具
等

は
す
べ
て
貸
与
し
ま
す
。

※
受
講
者
が
4
人
以
上
い
な
い
場

合
は
開
講
し
ま
せ
ん
。

※
第
3
期
募
集
は
広
報
う
と
10
月

号
に
掲
載
予
定
で
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
先
　
商
工
観
光

課
商
工
観
光
係
☎
㉒
１
１
１
１（
内

線
２
２
０
９
）

　
市
で
は
新
し
い
障
が
い
者
プ
ラ

ン
・
障
が
い
福
祉
計
画
を
策
定
す

る
に
あ
た
り
、
障
が
い
者
の
人
や

そ
の
家
族
の
意
見
が
反
映
さ
れ
た

計
画
に
す
る
た
め
、
委
員
を
公
募

し
ま
す
。

募
集
人
員
　

1
人

応
募
資
格
　
次
の
す
べ
て
の
要
件

を
満
た
す
人
。

①
障
が
い
者
の
人
ま
た
は
そ
の
家

族
②
市
内
に
在
住
し
て
い
る
満
18

歳
以
上
の
人
③
平
日
昼
間
に
開
催

す
る
会
議
に
参
加
で
き
る
人
（
会

議
は
3
回
程
度
開
催
予
定
）
④
国
、

宇
土
市
障
が
い
者
プ
ラ
ン
・

障
が
い
福
祉
計
画
策
定
委
員

会
委
員
を
公
募
し
ま
す

地
方
公
共
団
体
の
議
員
ま
た
は
常

勤
の
公
務
員
で
な
い
人
⑤
市
の
他

の
審
議
会
等
の
委
員
で
な
い
人

任
期
　
委
嘱
の
日
か
ら
計
画
策
定

が
完
了
す
る
ま
で

応
募
書
類
　
①
委
員
応
募
申
込
書

※
福
祉
課
で
配
布
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
掲
載
。
②
作
文
（「
障
が
い
福

祉
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
８
０

０
字
程
度
）
※
た
だ
し
、
障
が
い

者
の
人
で
筆
記
が
困
難
な
人
は
代

筆
で
の
提
出
も
可
。

応
募
方
法
　
応
募
は
自
薦
の
み
。

委
員
応
募
申
込
書
と
作
文
用
紙
を

持
参
、郵
送
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、電
子

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
提
出
。

応
募
期
間
　
９
月
16
日
（
火
）
～

10
月
３
日
（
金
）
※
消
印
有
効

選
考
方
法
　
応
募
申
込
書
と
作
文

に
よ
り
決
定
。
結
果
は
応
募
者
全

員
に
文
書
で
通
知
。

報
酬
　
市
の
規
定
に
よ
り
、
日
額

５
１
０
０
円
を
支
給
。

申
込
み
・
問
合
せ
先
　
福
祉
課
福

祉
政
策
係
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線

２
８
１
２
）
F
A
X
㉒
５
５
１
５

メ
ー
ル:

fukushi03@
city.uto.l

g.jp

　
〒
８
６
９

−

０
４
９
２
浦

田
町
51

にっぽん縦断こころ旅　お手紙募集
〜教えてください！あなただけの「こころの風景」エピソード〜

　ＮＨＫ-ＢＳプレミアムで放送予定の、「にっぽん縦断 こころ旅（2014秋の旅）」。
　9月22日に大阪府をスタート、中国、九州を南下し沖縄県を目指します。
　番組では、皆さんからのお手紙で旅のルートを決定するため、市内の「忘れられない場所、風景」「何気ない風景」
「思い出の風景」「みんなに伝えたい風景」をエピソードを添えてご紹介ください。
　寄せられたお便りを元に旅人　火野正平さんがこころの風景を訪ねます。
熊本県の放送予定　12月1日（月）～ 12月5日（金）
応募期限　10月28日（火）必着
応募方法　番組ホームページ（http://www.nhk.or.jp/kokorotabi/）、ファックス、郵送で、住所、
氏名、電話番号、性別、年齢、思い出の場所、風景にまつわるエピソードを記入し、応募してくだ
さい。　　　　　　　　　　　　　
応募・問合せ先　ＮＨＫふれあいセンター☎0570（066）066、☎050（3786）5000　
　　　　　　　　FAX03（3465）1327　〒150-8001　ＮＨＫ「こころ旅」係

（29）   平成 26・9



募集・催し

温知会
募集人員　5人ほど

　宇土の古文書を読み解いていく
と、昔から現在への生活や地理の移
り変わりがわかり、時間が経っても
大切にされて、残っている様々なも
のの発見に興味がわいてきます。
講座日　定期　第 3土曜日
時　間　午後 1時 30 分～午後 3時 30 分
場　所　中央公民館
講座代　月 1,000 円
代表者　橋本　すま子
連絡先　☎㉒ 4562

書道
募集人員　若干名

　「書」の深さ、広さを、色々な
表現を通して、その美を追求しま
す。
講座日　定期　第 1・2・3水曜日
時　間　午後 7時～午後 9時
場　所　中央公民館会議室
講座代　月 5,000 円
代表者　岡村　美穂　　
連絡先　☎㉓ 3106

手描友禅
募集人員　3人ほど

　原色 ( 赤・青・黄 ) で自分の好
きな色を作り、描きたいモチーフ
で楽しめます。くたびれたシャツ
に好きなモチーフを描いて楽しん
でください。
講座日　定期　第 1・3月曜日
時　間　午前 9時～午後 1時
場　所　中央公民館会議室
講座代　月 1,100 円
代表者　宮崎　美絵
連絡先　☎㉗ 1567

宇土俳句会
募集人員　3人ほど

　楽しく五・七・五をいっしょに
勉強しませんか。
講座日　定期　第 1・3水曜日
時　間　午後 1時 30 分～午後 3時 30 分
場　所　中央公民館
講座代　月 1,000 円
代表者　平野　竹香
連絡先　☎㉒ 4303

いっしょに学びましょう
　生きがいづくり、仲間づくり、健康づくりなどを目的に、いろいろな講座が中央公民館で自主的に活動されて
います。興味ある講座を見つけて参加してみませんか。問い合せは各講座の代表者まで。

宇土歌謡教室
募集人員　4〜 5人

　仲間づくりで、社会勉強。腹の中か
ら声を出し、健康維持と認知症予防。
講座日　定期　第 2・4火曜日
時　間　午後 1時～午後 4時
場　所　中央公民館音楽室
講座代　月 2,000 円
代表者　江口　秋男
連絡先　☎㉒ 1481

宇土市文学に親しむ会
募集人員　若干名

　多彩な講師陣による充実した講
座です。気軽に参加してみません
か？
講座日　定期　第 2月曜日
時　間　午前 10 時～午前 11 時 30 分
場　所　中央公民館
講座代　月 750 円＋年間 3,000 円
代表者　吉村　あい子
連絡先　☎㉒ 4062

ヨガ教室
募集人員　8人ほど

　ヨガで心と体を癒してみません
か、お待ちしています。
講座日　定期　毎週火・金曜日
時　間　午後 8時～午後 9時 30 分
場　所　中央公民館大広間
講座代　月 2,500 円
代表者　上田　和代
連絡先　原田☎ 090（3417）0394

蘇山流吟詠教室
募集人員　若干名

　詩吟は、楽しく声を出す「健康
法」です。日本の伝統文化の一つ
でもある「吟詠教室」に気楽に参
加してみませんか。
講座日　定期　毎週日曜日
時　間　午後 1時～午後 4時
場　所　中央公民館会議室
講座代　月 1,500 円　
代表者　堀川　栄　　　
連絡先　☎㉓ 1685

かな書道
募集人員　若干名

　『いろはに学ぶかなの美』
　流麗で優美な雅の世界を、かなで
表現します。基本から学ぶので、初
心者に最適です。日常でも役立つ筆
文字をいっしょに学びませんか？
講座日　定期　第 2・4火曜日
時　間　午後 1時～午後 4時
場　所　中央公民館会議室
講座代　月 4,000 円
代表者　岩村　タチエ
連絡先　☎㉒ 3451

小袖俳句会
募集人員　5人ほど

　十七文字に想いを込めて、俳句を
学んでみませんか。春と秋には風光
明媚な所を選び、吟行に出掛けてい
ます。皆さんの参加を心よりお待ち
しています。
講座日　定期　第 1・3水曜日
時　間　午後 1時 30 分～午後 3時 30 分
場　所　中央公民館会議室
講座代　月 1,000 円
代表者　田代　幸子
連絡先　☎㉒ 3777

参加者募集中自 主 講 座

月曜　夜　ヨガ
募集人員　2〜 3人

　肩こりや腰痛にお悩みの人、ヨ
ガを始めてみませんか？体をほぐ
し、血行、リンパの流れを促進させ、
改善していきます。まずは初回無
料体験で試してみてください。
講座日　定期　毎週月曜日
時　間　午後 8時～午後 9時 30 分
場　所　中央公民館大広間
講座代　月 3,200 円
代表者　永里　曉子　
連絡先　田中☎ 090（4351）7322

平成 26・9  （30） 



募集・催し

絵手紙どんぐり会
募集人員　3〜 4人

　絵手紙には「うまい」「へた」
はありません。人真似の綺麗な絵
でなく、自分の目で見て感じたこ
とをかくのが絵手紙です。あなた
だけの一枚だから価値があるので
す。来年は羊年年賀状を絵手紙で
描いてみませんか。
講座日　定期　第 3 水曜日
時　間　午前 10 時～正午
場　所　中央公民館
講座代　月 1,000 円（ただし内 500
　　　　　　　　円は、4 月総会時の食事
　　　　代に充当）
代表者　田代　とみ子　　
連絡先　☎㉓ 3022

やきものサークル　すみれ会
募集人員　5人ほど

　和ごやかに楽しく身近な陶器造
りをしています。やきもののこと
は何にもわからないと諦めないで
いっしょに楽しんでみませんか。
講座日　定期　毎週金曜日
時　間　午前 9 時 30 分～午後 5 時
場　所　中央公民館やきもの教室
講座代　月 1,500 円
代表者　山田　知章
連絡先　☎㉒ 2620

宇土健康ダンス
募集人員　若干名

　リズムに乗って楽しく体を動か
し、健康をモットーにストレス解
消もでき、良いところいっぱいの
集まりです。皆さんの入会お待ち
しています。
講座日　定期　第 1・2・3 木曜日
時　間　午後 1 時 30 分～午後 3 時 30 分
場　所　中央公民館分館
講座代　月 1,000 円
代表者　野口　容子
連絡先　☎㉓ 4011

太極拳宇土教室
募集人員　若干名

　腹式呼吸をしながら、ストレッ
チ体操で体のゆがみを取り、肩こ
りや、腰痛など解消します。とて
も体が元気になりますよ。一度見
学に来ませんか。
講座日　定期　毎週金曜日
時　間　午前 10 時～正午
場　所　中央公民館大広間
講座代　月 3,500 円
代表者　中村　リツ
連絡先　☎㉒ 3534

陶芸　グループわかば
募集人員　若干名

　陶芸に興味のある人は、体験し
てみませんか。
講座日　定期　月・水曜日
時　間　午前 9 時～午後 5 時
場　所　中央公民館やきもの教室
講座代　前期（4 月～ 9 月）
　　　　5,000 円
　　　　後期（10 月～ 3 月）
　　　　5,000 円
代表者　永守　紀子
連絡先　☎㉒ 3155

九州ハワイアン協会所属　ホヌ・フラスタジオ
募集人員　6人ほど

　初心者の人、基礎から教えます。
あなたも優雅なフラを習ってみま
せんか？
講座日　定期　第 1・2・3 金曜日
時　間　午後 1 時～午後 4 時
場　所　中央公民館大広間
講座代　月 3,500 円
代表者　宮本　明美
連絡先　☎㉒ 4516

太極柔力球
募集人員　若干名

①激しい運動は嫌い、でも、大量
の汗をかきたい。
②止められぬ老化現象を遅らせて、
綺麗に格好よく年をとりたい。
1991 年に中国で生まれた新感覚
のスポーツで老若男女を問いませ
ん ！！ 国内でも数少ない演舞・競技、
両分野の指導を行っています。
講座日　定期　第 3 月曜日
時　間　午後 7 時 30 分～午後 9 時 30 分
場　所　中央公民館分館
講座代　700 円 / 回（初回は体験と

して 300 円 / 回）
代表者　浦上　千英子　　
連絡先　☎㉒ 1383

蘇山流蘇琴支部詩吟教室
募集人員　多数歓迎

　日本伝統文化の漢詩を通して、
大きな声を出すことで、健康法つ
くりにもなります。詩吟をあなた
も習いませんか。皆さんの参加を
お待ちしています。
講座日　定期　第 1・2・4 月曜日
時　間　午後 1 時～午後 4 時
場　所　中央公民館会議室
講座代　月 3,500 円
代表者　吉田　政子　
連絡先　☎㉒ 1161

合唱団　amabile
募集人員　多数歓迎

　合唱団 amabile は、宇土市立鶴
城中学校合唱部の卒業生が中心と
なって設立した、フレッシュな女
声合唱団です。年代は 20 代～高
校生まで、幅広い若者が集結して
います。主に地域でのイベントや
ボランティア活動のコンサートを
行っています。興味のある人は、
ぜひ練習に遊びに来てください！
また、ホームページにも練習予
定などをのせているので、チェッ
クしてみてくださいね！ http://
amabile-chorus.jimdo.com
講座日　定期　第 3 火曜日 
　　　　不定期　3 ～ 4 回
時　間　午後 8 時～午後 10 時
場　所　中央公民館音楽室
講座代　月 1,000 円
代表者　村上　詩織
連絡先　☎ 080（1704）9028

童謡友の会
募集人員　多数歓迎

　自分の歌いたい歌を大きな声で
唄うので、とても楽しいです。ど
うぞご参加ください。
講座日　定期　第 4 金曜日
時　間　午後 1 時 30 分～午後 3 時
場　所　中央公民館音楽室
講座代　月 500 円
代表者　堤　政子　　
連絡先　☎㉒ 1406

ニットサークル
募集人員　若干名

　手編みで、自分の好きな作品を
編みます。
講座日　不定期
時　間　午前 9 時 30 分～正午
場　所　中央公民館会議室
講座代　月 1,500 円　
　　　　共同会計費　3 カ月 1,000 円
代表者　坂口　康子　
連絡先　☎㉓ 2256
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等
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非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す

平成 26年度
生涯学習「下半期・短期」講座

─ 受講生募集─
　生涯学習課では、次の講座の受講生を募集します。こ
の講座は自分磨きをしたい人への講座です。初心者向け
の講座ですので気軽に申込みください。

「座ってできるらくらく体操」講座
　イスに座ってできる簡単ストレッチを行います。リ
ンパケアなど専門のインストラクターを講師に招き、
実施します。肩こりなど日頃の疲れを癒しに参加しま
せんか。
期　日　10月28日・30日・11月4日・6日
時　間　午前10時30分～午前11時30分
回　数　4回
定　員　15人
受講料　800円
講　師　三沢　礼子
場　所　教育委員会1階会議室

　リフレッシュアロマ講座
　アロマを使った、いきいき健康方法を学んでみませ
んか。心と身体を癒して活気のある生活に。前年度に
引き続き募集します。
期　日　11月 20日
時　間　午後7時～午後8時30分
回　数　1回
定　員　12人
受講料　200円
講　師　細谷　匠子
場　所　教育委員会1階会議室
材料費　500円～ 1,000円

絵手紙講座
　今年の年賀状は変化をつけて、来年の干支である未
（ひつじ）の絵などを描いてみてはいかがですか。相
手の人が喜ぶ1枚が完成しますよ。
期　日　12月1日・2日
時　間　午後1時30分～午後3時30分
回　数　2回
定　員　15人
受講料　400円
講　師　岩本　俊子
場　所　教育委員会1階会議
材料費　100円程度

はじめてのスマホ・タブレット講座
　スマホ・タブレットをこれから始めようと思う人、
基本的な操作や機能について学んでみませんか。端末
機器はこちらで準備します。シニア向けの内容です。
H26前期講座で人気だったため再度募集します。
期　日　11月25日・27日・28日
時　間　午後1時30分～午後3時
回　数　3回
定　員　15人
受講料　無料
講　師　携帯電話事業者講師
場　所　教育委員会1階会議室

【講座申込要領】
募集期間　9 月 17 日（水）～ 9 月 26 日（金）※当日消
印有効　
申込資格　市内に在住か勤務している人　
申込方法　郵便ハガキに次の項目を記載して申込みく
ださい。複数の講座申込も可能ですが、各講座の曜日
や時間を確認して申込みください。①「生涯学習講座
申込」　②申込講座名　③氏名（ふりがな明記）　④性
別　⑤年齢　⑥住所　⑦電話番号　⑧ FAX 番号
注意事項

（1）応募者多数の場合は、抽選により決定しますので
ご了承ください。なお、「はじめてのスマホ・タブレッ

韓国家庭料理講座
　寒い季節にぴったりな本格的な韓国料理を学んでみ
ませんか。前年度に引き続き募集します。
期　日　11月15日・12月6日　
時　間　午前9時30分～正午
回　数　2回
定　員　15人
受講料　400円
講　師　モトムラ・ヨンスン
場　所　中央公民館調理室
材料費　3,000円【全2回分】

ト講座」については、H26 前期講座を受講していない
人を優先します。応募者が定員に満たないときは、開講
しない場合がありますのでご了承ください。

（2）開催場所や日程が都合により変更になる場合があ
りますのでご了承ください。

（3）受講の可否は、申込者全員に通知します。
（4）受講をキャンセルする場合は、該当する講座の第 1
回目期日の 1 週間前までに連絡をお願いします。

申込み・問合せ先　生涯学習課生涯学習係☎㉒ 6510　
〒 869-0433　新小路町 95 番地　
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募集・催し
　
戸
建
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
推

進
す
る
た
め
、
耐
震
診
断
を
実
施

す
る
人
に
対
象
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

戸
建
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

対
象
建
物

①
市
内
に
所
在
す
る
戸
建
木
造
住

宅
で
、
現
に
居
住
し
て
い
る
も
の

②
在
来
軸
組
構
法
（
柱
や
梁
、
筋

か
い
な
ど
を
用
い
て
造
ら
れ
た
建

物
）
で
地
上
階
数
が
2
以
下

③
昭
和
56
年
5
月
31
日
（
旧
耐
震

基
準
）
以
前
に
着
工
さ
れ
た
も
の

④
過
去
に
戸
建
木
造
住
宅
耐
震
診

断
事
業
の
補
助
金
を
受
け
て
い
な

い
も
の

補
助
対
象
者
　
住
宅
の
所
有
者
で

市
税
等
の
滞
納
の
な
い
人

補
助
金
額
　
耐
震
診
断
に
要
す
る

対
象
経
費
の
3
分
の
2
以
内
（
上

限
は
8
万
6
千
円
／
戸
）

募
集
件
数
　

3
件
（
先
着
順
）

募
集
期
限
　

9
月
30
日
（
火
）

申
込
み
・
問
合
せ
先
　
都
市
整
備

課
建
築
住
宅
係
（
申
込
書
と
要
綱

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
中
）

☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
４
２
２
） 

　専
門
相
談
員
2
人
が
職
業
相
談

や
職
業
紹
介
を
受
け
る
ほ
か
、
パ

ソ
コ
ン
端
末
で
の
求
人
検
索
も
で

き
ま
す
。

　
ま
た
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇
城
が

発
行
す
る
求
人
情
報
誌
な
ど
の
雇

用
情
報
や
職
業
に
関
す
る
制
度
の

案
内
・
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
案
内

も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
雇
用
保
険
、
職
業
訓
練
の
手
続

き
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
（
相
談
の
み
は
可
）。

場
所
　
市
役
所
別
館
2
階
（
旧
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
）

時
間
　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5

時
（
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
を
除

く
） 

問
合
せ
先
　
地
域
職
業
相
談
室
☎

㉖
１
０
０
３

市
地
域
職
業
相
談
室
を
利
用
し

て
み
ま
せ
ん
か

　熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
で
は
、

伝
承
遊
び
や
技
術
等
を
地
域
に
広

め
る
高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養

成
し
、
地
域
活
動
の
輪
が
広
が
る

こ
と
を
目
的
に
平
成
26
年
度
さ
わ

や
か
知
恵
袋
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

平
成
26
年
度
さ
わ
や
か
知
恵
袋

講
座
参
加
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講座名 実施日 時間 実施場所 定員
南京
玉すだれ

11月の
毎週火曜日

午前10時～
正午

県総合福祉セ
ンター会議室
（熊本市中央
区南千反畑町
3番7号）

各20人
折り紙 11月の

毎週水曜日

マジック 11月の
毎週木曜日

ハーモニカ 11月の
毎週木曜日

午後1時30分～
午後3時30分
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座
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０
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）
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０
８
３

Ｈ26 秋の全国交通安全運動 ！
　秋の全国交通安全運動が実施されます。
　この運動は、広く県民に交通安全思想の普及・浸透を図り、交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣付け
るとともに、県民自身による道路交通環境の改善に向けた取組みを推進するこ
とで、交通事故防止の徹底を図ることを目的とするものです。
　運動期間は、9月21日（日）～ 9月3０日（火）の1０日間、運動の基本は「子
どもと高齢者の交通事故防止」、運動の重点は、①夕暮れ時と夜間の歩行中・
自転車乗車中の交通事故防止、②全ての座席のシートベルトとチャイルドシート
の正しい着用の徹底、③飲酒運転の根絶です。
　運動期間中、市では、交通安全イベントを次のとおり実施します。

イベント 期　日 時　間 場　所

宇城管内合同出発式 9月 22日 （月 ） 午前 1０ 時～（1時間程度） 宇城市役所本館 3階大会議室
（市内交通安全各種団体参加）

ハンドプレートによる街頭啓発活動 9月 24日 （水 ） 午後 4時～（1時間程度） 中央線等幹線道路

自転車の安全運転街頭啓発活動 9月 2６日 （金 ） 午後 ５時 3０ 分～（1時間程度）
宇土・緑川・住吉・網田駅
市民グラウンド付近

街頭キャンペーン 9月 3０日 （火 ） 午前 1０ 時～（4０ 分程度） 市民会館前市道

問合せ先　環境交通課環境交通係☎㉒1111（内線2827）
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身 近 な 行 政 相 談
日時　9月24日（水）・10月8日（水）　午前10時〜午後3時
場所　福祉センター 2階　役員室
相談員　行政相談委員
相談内容　国の行政機関などに対する意見、苦情など
問合せ先　総務課行政係☎㉒1111（内線2212）

人 権 相 談
日時　9月26日（金）　午後1時〜午後4時
場所　福祉センター 2階会議室
相談員　人権擁護委員
相談内容　人権問題、家庭問題など

※上記以外にも月〜金曜日（祝日除く）は、
　法務局宇土支局で相談に応じています。

問合せ先　法務局宇土支局☎㉒0320
　　　　　　　　　総務課行政係☎㉒1111（内線2212）

司法書士無料相談
日時　9月25日（木）　午後1時〜午後4時
　　　（受付時間は午後3時30分まで）
　　　※電話相談はできません。　
場所　市役所別館1階　市消費生活センター
その他　午後1時から30分単位での電話予約となります。
　　　　受付順6人までとします。
問合せ先　商工観光課商工観光係☎㉒1111（内線2209）

消費生活センター
日時　月・火・水・金曜日（祝日の場合は休み）
　　　午前10時〜午後4時
場所　市役所別館1階　市消費生活センター
相談方法　直接来るか、電話相談も可。
問合せ先　消費生活センター☎㉒1111（内線2323）

秘密は厳守します 無料相談

「個人情報を削除してあげる」と
公的機関等をかたる詐欺が急増

　公的機関等をかたり「個人情報が漏れているので
削除してあげる」と持ちかけ、最終的にはお金をだま
しとる手口が急増しています。
●個人情報の削除を持ちかける電話は詐欺です。相
手にせず、すぐに電話を切ってください。

●一度お金を支払ってしまうと取り戻すことは困難で
す。

●困ったとときは、自治体の消費生活センター等にご
相談ください。市消費生活センター☎㉒1111（内
線2323）などにご相談ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　独立行政法人国民生活センター　
見守り新鮮情報　第196号より　　

消費生活センターだより
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齢
者
の
中
で
、

認
知
症
の
人
は
推
計
で
15
％
、
約

４
６
２
万
人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

認
知
症
の
人
を
支
え
る
た
め
に
は
、

家
族
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
理

解
と
協
力
が
必
要
で
す
。

　
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
市

の
地
域
支
え
合
い
活
動
の
発
表
や

実
際
に
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て

い
る
ご
家
族
か
ら
介
護
体
験
を
お

話
し
し
て
も
ら
い
ま
す
。
認
知
症

に
つ
い
て
深
く
考
え
る
機
会
と
し

て
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
10
月
25
日
（
土
）
午
後
1

時
開
場
、
午
後
1
時
30
分
開
演
、

午
後
3
時
30
分
終
了
予
定

内
容
　
宇
土
市
に
お
け
る
支
え
合

い
活
動
報
告
、
認
知
症
介
護
体
験

談
（
仮
題
）（
認
知
症
の
人
と
家

族
の
会
）

場
所
　
市
民
会
館
2
階
大
会
議
室

参
加
費
　
無
料
（
申
込
み
不
要
）

主
催
　
宇
土
市
・
市
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー

共
催
　
く
ま
も
と
心
療
病
院
認
知

症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
・
市
社
会

福
祉
協
議
会

無
料
相
談
内
容

①
各
種
許
認
可
・
登
録
に
関
す
る

こ
と
（
建
設
業
・
運
送
業
・
風
俗

営
業
・
開
発
・
農
地
転
用
・
車
庫

証
明
・
車
両
登
録
・
在
留
資
格
な

ど
）
②
会
社
・
医
療
法
人
・
公
益

法
人
等
の
法
人
設
立
に
関
す
る
こ

と
③
遺
言
・
相
続
に
関
す
る
こ
と

④
会
計
記
帳
・
内
容
証
明
書
・
契

約
書
の
作
成
に
関
す
る
こ
と

【
電
話
無
料
相
談
】

日
時
　
10
月
1
日
（
水
）
午
前
10

時
～
午
後
4
時

☎
０
９
６
（
３
８
５
）
７
３
０
１

【
街
頭
無
料
相
談
会
】

日
時
　
10
月
15
日
（
水
）・
16
日

（
木
）
午
前
10
時
～
午
後
4
時

場
所
　
熊
本
交
通
セ
ン
タ
ー
地
下

プ
ラ
ザ
コ
ー
ト
（
観
音
の
泉
前
広

場
）

【
市
民
公
開
講
座
】

「
行
政
書
士
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４
」

来
て
ワ
ク
ワ
ク
聞
い
て
カ
イ
ケ
ツ

　
健（ken

）・
賢（ken

）・
晴（pa

）

日
時
　
10
月
25
日
（
土
）
午
前
10

時
～
午
後
4
時

認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
う
と

を
開
催
し
ま
す
！

行
政
書
士
無
料
相
談
会
＆
講

演
会
開
催

問
合
せ
先
　
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
☎
㉔
１
５
５
５

場
所
　
熊
日
R
K
K
び
ぷ
れ
す
ス

タ
ジ
オ
7
階
（
熊
本
市
中
央
区
上

通
町
２

−

17
）

内
容
　「
健
康
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
講
演
、
遺
言
書
作
成
の
寸
劇
、

行
政
書
士
の
業
務
紹
介
、
キ
ッ
チ

ン
ス
タ
ジ
オ
で
の
健
康
料
理
セ
ミ

ナ
ー
、
看
護
協
会
サ
ポ
ー
ト
の
健

康
相
談
な
ど

問
合
せ
先
　
熊
本
県
行
政
書
士
会

☎
０
９
６
（
３
８
５
）
７
３
０
０

平成 26・9  （34） 



市民のひろば

市民の
ひろば

　私
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
演
奏
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
20
代
か

ら
60
代
ま
で
の
メ
ン
バ
ー
で
、
市

内
外
で
演
奏
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。
高
校
生
以

上
な
ら
誰
で
も
大
歓
迎
で
す
！
楽

器
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
ま
ず
は
見
学
か
ら
で

も
O
K
で
す
。

練
習
日
時
　
毎
週
木
・
土
曜
日

午
後
7
時
～
午
後
9
時
30
分

練
習
場
所
　
西
念
寺
門
信
徒
会
館

（
本
町
4

−

27
）

団
員
負
担
金
　
入
団
金
１
０
０
０

円
、
団
費
月
額
２
０
０
０
円

問
合
せ
先
　
宇
土
市
民
吹
奏
楽
団

宣
伝
部
（
前
田
）
☎
０
９
０
（
７

３
８
８
）
６
４
８
０
　
メ
ー
ル
：

akilar0810@
gm

ail.com

宇
土
市
民
吹
奏
楽
団

　
　  

メ
ン
バ
ー
募
集
中
！

期
日
　
10
月
15
日
（
水
）
～
10
月

20
日
（
月
）

時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
5
時

（
た
だ
し
、
初
日
は
午
後
1
時
～
・

最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
）

場
所
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
あ
い
館

問
合
せ
先
　
宇
土
シ
ニ
ア
パ
ソ
コ

ン
ク
ラ
ブ
☎
㉒
１
５
４
５

　栗
崎
区
の
よ
か
と
こ
め
ぐ
り
、

県
指
定
天
然
記
念
物
「
栗
崎
の
天

然
樟
」
や
郷
土
の
力
士
と
し
て
活

躍
し
た
、土
俵
入
り
「
不
知
火
型
」

の
創
始
者
8
代
横
綱
「
不
知
火
諾

右
衛
門
」
の
墓
周
辺
を
散
策
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
住
民
の
手
で
整
備

し
た
散
策
コ
ー
ス
は
、
自
然
景
観

に
恵
ま
れ
た
宝
庫
で
す
。

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
後
に
は
、
午

後
5
時
か
ら
、
温
心
会
中
央
公
園

で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
（
宝

探
し
・
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
）
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

日
時
　

9
月
20
日
（
土
）
午
後
3

時
～

コ
ー
ス
　
栗
崎
区
公
民
館
→
20
番

札
所
栗
崎
子
安
観
音
→
栗
崎
の
天

　8
月
10
日
、
船
場
蔵
屋
敷
で

「
ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
」
の
お
披

露
目
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
街
の
中
に
誰
で
も
弾
け
る

ピ
ア
ノ
を
置
い
て
出
会
い
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
な
ご
う
と
い
う
も

の
で
、
船
場
蔵
屋
敷
に
設
置
し
て

あ
る
ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
は
、
鹿

児
島
ま
ち
自
慢
快
発
考
舎
か
ら
船

場
川
「
蔵
」
の
会
に
寄
贈
し
た
中

古
の
ピ
ア
ノ
に
、
宇
土
中
・
高
校

の
美
術
部
が
ペ
イ
ン
ト
を
し
、
世

界
に
1
台
の
も
の
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
作
品
展
示
会
を

開
催
し
ま
す

よ
か
と
こ
知
ろ
ば
い
ウ
ォ
ー
ク

in
栗
崎

ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
　
誕
生

然
樟
→
不
知
火
諾
右
衛
門
の
墓
→

温
心
会
中
央
公
園

問
合
せ
先
　
栗
崎
区
・
佃
☎
㉓
１

６
２
４

「ストリートピアノ」お披露目式の様子

☆神幸行列
西岡神宮（午前9時発）→新町→船場→本町通り→城之
浦→宇土駅折り返し→本町通り→市民会館（午前11時30
分）
☆牡丹花車
桑田商店（午前9時発）→本町通り→市民会館前→本町
通り→船場橋→新町通り→横山商店前（午後1時30分着）
☆御獅子の舞方
尾崎医院駐車場（午前8時）→市役所前（午前9時20分）
→市民会館裏（御旅所:午前11時30分）→船場橋石橋横
（午後0時30分）→西岡神宮（午後2時30分）
※時間は変更になる場合があります。
※10月19日の祭り当日、本町1丁目内で太鼓と銅

ど ら

鑼で時
間を知らせる起

おき

太
だ い こ

鼓セレモニーを行います。時間は午前
1時、3時、5時です。ご迷惑をおかけしますが、伝統文
化へのご理解とご協力をお願いします。

秋の例大祭で伝統行事を楽しみませんか
期日　10月19日（日）

●牡丹花車引き参加者募集
日時　10月19日（日）午前9時〜正午
集合場所　桑田商店前（本町一丁目）
対象者　小学生以下の女子
申込方法　参加を希望する人は、10月10日（金）まで
にジョイ中米屋米澄（☎㉓5411）に小学校・幼稚園・
保育園名と学年、組、氏名、住所、電話番号、生年月日、
保護者名をご連絡ください。
　なお、当日は、保護者の同伴と、昼食の持参をお願
いします。

（35）   平成 26・9



市民のひろば

　浴
衣
か
ら
お
し
ゃ
れ
着
、
礼
装

ま
で
自
分
に
合
っ
た
着
付
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
初
心
者
大
歓

迎
で
す
（
月
3
回
開
講
）。

日
時
　
毎
週
火
曜
午
後
7
時
～
午

後
8
時
30
分

受
講
料
　
３
０
０
０
円
／
月

定
員
　
10
人
程
度

　宇
土
自
動
車
販
売
整
備
組
合
で

は
、
無
料
で
廃
車
手
続
き
を
行
い
、

自
動
車
の
引
き
取
り
も
行
っ
て
い

ま
す
。
廃
車
に
し
た
い
け
ど
、
ど

う
し
た
ら
良
い
か
わ
か
ら
な
く
て

悩
ん
で
い
る
人
、
廃
車
を
考
え
て

い
る
人
、
宇
土
自
動
車
販
売
整
備

組
合
の
整
備
工
場
に
お
任
せ
く
だ

さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
手
を
煩
わ
せ
る
こ
と

な
く
、
車
の
廃
車
手
続
き
を
全
て

行
い
ま
す
。

問
合
せ
先
　
宇
土
自
動
車
販
売
整

備
組
合
☎
㉗
０
４
３
９
　
園
田
☎

０
９
０
（
４
９
８
９
）
３
７
０
８

　県
行
政
書
士
会
で
は
、
毎
年
10

月
を「
行
政
書
士
制
度
強
調
月
間
」

と
し
て
行
政
書
士
の
P
R
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
宇
城
支
部
で

も
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

行
政
書
士
に
は
守
秘
義
務
が
あ
り

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
　
10
月
11
日
（
土
）
午
前
10

時
30
分
～
午
後
3
時
30
分

場
所
　
宇
土
シ
テ
ィ
モ
ー
ル
1
階

セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト

内
容
　
各
種
許
認
可
・
登
録
、
法

人
設
立
、
遺
言
・
相
続
、
内
容
証

明
書
、
契
約
書
作
成
、
土
地
境
界
、

農
地
法
関
係
な
ど

問
合
せ
先
　
県
行
政
書
士
宇
城
支

部
・
吉
本
☎
㉒
３
９
１
５

着
物
着
付
講
座
　
　

　
　
　
　
受
講
生
募
集

使
用
し
な
く
な
っ
た
車
の

処
分
に
困
っ
た
人
は
ご
相

談
く
だ
さ
い

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

　
次
の
方
か
ら
善
意
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま

す
。
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

緑
川
小
学
校
・
住
吉
中
学
校
へ

▽
㈱
キ
タ
グ
チ
（
緑
川
工
業
団
地

▶
８
月
28
日
、
同
社
の
山
下
誠
専
務

取
締
役
が
緑
川
小
学
校
（
写
真
右
）・

住
吉
中
学
校
（
写
真
左
）
を
訪
れ
、

図
書
購
入
費
に
使
っ
て
ほ
し
い
と
寄
附

さ
れ
ま
し
た
。
地
域
に
貢
献
で
き
る
こ

と
を
し
た
い
、
と
今
年
で
8
回
目
の
寄

附
と
な
り
ま
す
。
両
校
長
は
、「
生
徒

た
ち
も
、
新
し
い
本
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
の
で
、
寄
附
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　鶴
城
中
学
校
の
男
子
サ
ッ
カ
ー

部
が
23
年
ぶ
り
、
男
子
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
部
が
26
年
ぶ
り
に
平
成
26
年

度
全
国
中
学
校
体
育
大
会
の
出
場

権
を
獲
得
し
ま
し
た
。
両
部
は
、

8
月
8
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
九
州

大
会
で
見
事
3
位
と
な
り
、
九
州

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。
8
月

12
日
に
元
松
茂
樹
市
長
を
訪
れ
、

全
国
大
会
出
場
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
元
松
市
長
は
「
多
く
の
人
に
支

え
ら
れ
て
勝
ち
取
っ
た
全
国
へ
の

切
符
で
す
。
日
頃
の
練
習
の
成
果

全
国
中
学
校
体
育
大
会
出
場サッカー部の皆さん

住吉中学校（上田英二校長）へ 緑川小学校（髙濱伸也校長）へ

男子ソフトテニス部の皆さん

善

　意

善

　意

♥

♥

講
師
　
永
田
千
鶴
子

場
所
　
市
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
2

階
和
室

問
合
せ
先
　
野
村
☎
０
９
０
（
５

７
３
４
）
９
８
５
３

を
発
揮
し
、
悔
い
が
残
ら
な
い
よ

う
思
う
存
分
プ
レ
ー
し
て
く
だ
さ

い
」
と
激
励
。
サ
ッ
カ
ー
部
キ
ャ

プ
テ
ン
の
岩
田
昴
大
く
ん
が
「
チ

ー
ム
一
丸
と
な
り
、
優
勝
目
指
し

頑
張
り
ま
す
」、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

部
キ
ャ
プ
テ
ン
の
楠
山
彪
雅
く
ん

が
「
ベ
ス
ト
3
を
目
指
し
、
一
試

合
で
も
多
く
勝
ち
進
み
ま
す
」
と

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
な
お
、
サ
ッ
カ
ー
は
8
月
17
日

～
22
日
に
高
知
県
で
、
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
は
8
月
21
日
～
23
日
に
香
川

県
で
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

ね
る
て
い
輝

ね
る
て
い
輝

ね
る
て
い
輝

内
）

　
代
表
取
締
役
社
長
　
北
口
誠

　
そ
れ
ぞ
れ
金
一
封
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市民のひろば

前列左から川副くん、花岡くん、本田くん

初めての土俵入り

花岡真生くん（写真左）

鶴城中相撲部の皆さん

川副圭太くん（写真右）

　
7
月
13
日
、
県
民
総
合
運
動
公

園
相
撲
場
で
わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国

大
会
出
場
予
選
が
開
催
さ
れ
、
本

田
豪
太
郎
（
花
園
小
4
年
）、
川

副
楓
馬
く
ん
（
網
津
小
5
年
）、

花
岡
真
生
く
ん
（
宇
土
小
6
年
）

が
各
学
年
の
部
で
優
勝
を
果
た
し
、

全
国
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し

ま
し
た
。

わ
ん
ぱ
く
相
撲

全
国
大
会
に
出
場

　
8
月
3
日
に
両
国
国
技
館
で
開

催
さ
れ
た
、
わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国

大
会
で
、
花
岡
真
生
く
ん
（
宇
土

小
6
年
）
が
2
年
連
続
「
わ
ん
ぱ

く
横
綱
」
の
座
に
就
き
ま
し
た
。

「
押
し
相
撲
で
勝
ち
た
か
っ
た
か

ら
、
１
０
０
点
満
点
中
95
点
」
と

話
す
花
岡
く
ん
で
す
が
、
危
な
げ

な
い
力
強
い
内
容
で
勝
ち
進
み
優

勝
を
手
に
し
ま
し
た
。
5
年
生
の

部
で
は
川
副
楓
馬
く
ん（
網
津
小
）

が
小
結
に
、
4
年
生
の
部
で
は
本

田
豪
太
郎
く
ん
（
花
園
小
）
が
小

結
に
輝
き
ま
し
た
。
川
副
く
ん
も

本
田
く
ん
も
「
惜
し
く
も
ベ
ス
ト

4
を
逃
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
今

回
の
試
合
は
60
点
く
ら
い
。
来
年

は
横
綱
を
目
指
し
て
頑
張
り
た

い
」
と
今
年
の
リ
ベ
ン
ジ
を
誓
い

　
8
月
24
日
、
徳
島
県
で
開
催
さ

れ
た
、
全
国
中
学
体
育
大
会
相
撲

競
技
で
、
川
副
圭
太
く
ん
（
鶴
城

中
3
年
）
が
個
人
戦
で
2
位
、
鶴

城
中（
先
鋒
・
草
野
敦
く
ん
、中
堅
・

川
副
圭
太
く
ん
、
大
将
・
橘
一
樹

く
ん
）
が
団
体
で
3
位
入
賞
し
ま

し
た
。
ま
た
川
副
く
ん
は
、
8
月

10
日
に
両
国
国
技
館
で
開
催
さ
れ

た
第
25
回
全
国
都
道
府
県
中
学
生

相
撲
選
手
権
個
人
軽
量
級
で
優
勝

し
ま
し
た
。

　
選
手
た
ち
は
、
8
月
27
日
に
市

役
所
を
訪
れ
、
全
国
大
会
の
結
果

を
元
松
茂
樹
市
長
に
報
告
。
元
松

市
長
は
「
他
の
チ
ー
ム
よ
り
ず
い

ぶ
ん
小
柄
な
チ
ー
ム
だ
が
、
良
い

成
績
を
残
し
て
も
ら
っ
て
誇
ら
し

い
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
経
験
を

生
か
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と

わ
ん
ぱ
く
相
撲

2
年
連
続「
わ
ん
ぱ
く
横
綱
」

全
国
中
学
体
育
大
会
・
相
撲

個
人
2
位
！
団
体
3
位
！

ま
し
た
。
ま
た
、
団
体
の
部
で
は

昨
年
に
続
き
優
勝
を
飾
り
、
2
連

覇
し
ま
し
た
。

　
昨
年
5
年
生
の
部
で
横
綱
に
な

っ
た
花
岡
く
ん
は
、
今
年
は
土
俵

入
り
も
披
露
。
堂
々
と
し
た
土
俵

入
り
で
、「
初
め
て
の
土
俵
入
り

で
、
と
て
も
緊
張
し
た
が
、
１
０

０
点
の
出
来
だ
っ
た
」
と
語
り
ま

し
た
。

　
9
月
3
日
に
は
市
役
所
を
訪
れ
、

大
会
の
結
果
を
元
松
茂
樹
市
長
に

報
告
。
元
松
市
長
は
「
見
て
い
て

張
り
合
い
が
あ
る
試
合
で
し
た
。

元
気
を
与
え
て
も
ら
っ
て
あ
り
が

た
い
。
こ
れ
か
ら
も
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

話
し
ま
し
た
。

　「
3
人
だ
け
で
は
な
く
、
他
の

メ
ン
バ
ー
も
応
援
し
て
く
れ
て
み

ん
な
で
取
っ
た
団
体
3
位
。
3
年

生
3
人
で
チ
ー
ム
を
組
め
て
嬉
し

か
っ
た
」
と
川
副
く
ん
。
草
野
敦

く
ん
は
「
こ
の
小
さ
い
体
で
3
位

に
な
れ
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」、

橘
く
ん
は
「
中
学
最
後
の
試
合
で

3
位
が
取
れ
て
よ
か
っ
た
」、
津

澤
太
一
く
ん
（
2
年
）
と
草
野
直

哉
く
ん
（
1
年
）
は
「
試
合
に
は

出
れ
な
か
っ
た
が
、
先
輩
た
ち
の

活
躍
を
見
て
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と

良
い
成
績
が
残
せ
る
よ
う
に
頑
張

ろ
う
と
思
っ
た
」
と
そ
れ
ぞ
れ
語

り
ま
し
た
。
準
々
決
勝
で
、
優
勝

候
補
の
鳴
和
中（
石
川
県
）に
勝
っ

た
の
が
嬉
し
か
っ
た
、
と
み
ん
な

口
を
揃
え
、
体
格
差
に
負
け
ず
に

果
敢
に
前
に
出
続
け
た
取
組
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

相撲で
大活躍！
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市民のひろば

　8
月
8
日
、
鶴
城
中
女
子
サ
ッ

カ
ー
部
の
皆
さ
ん
が
元
松
茂
樹
市

長
を
訪
れ
、「
中
学
校
女
子
サ
ッ

カ
ー
部
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
出

場
報
告
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

「
全
中
女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権

（
仮
）」
の
創
設
を
目
指
し
、
こ
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
大
会
の
検
証

な
ど
を
行
う
こ
と
が
目
的
の
一
つ

と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
全
国
か

ら
選
出
さ
れ
た
9
チ
ー
ム
が
出
場

し
ま
す
。

　
元
松
市
長
は
「
自
分
た
ち
の
力

　7
月
20
日
、
三
角
B
&
G
海

洋
セ
ン
タ
ー
（
宇
城
市
）
で
「
み

な
と
祭
り
協
賛
少
年
剣
道
大
会
」

が
開
催
さ
れ
、
宇
土
剣
道
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん
が
日
頃
の
成
果
を
発
揮

　9
月
20
日
・
21
日
に
菊
池
総
合

運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
る
、
熊
本

県
民
体
育
祭
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
男
子

に
、
下
田
英
雄
さ
ん
・
竜
一
さ
ん

親
子
が
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
で
出
場
し

ま
す
。
こ
の
競
技
は
、
40
歳
以
上

限
定
と
な
る
た
め
、
親
子
で
の
出

場
は
県
内
初
と
の
こ
と
で
す
。
ぜ

ひ
親
子
で
継
投
し
て
優
勝
を
目
指

し
て
く
だ
さ
い
。
期
待
し
て
い
ま

す
。

　10
月
4
日
～
10
月
7
日
に
栃
木

県
で
開
催
さ
れ
る
「
第
27
回
全
国

健
康
福
祉
祭
と
ち
ぎ
大
会
（
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
栃
木
２
０
１
４
）」

に
出
場
す
る
市
関
係
者
を
紹
介
し

ま
す
（
敬
称
略
）。

中
学
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
出
場

剣
道
大
会
で
大
活
躍

県
民
体
育
祭
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

親
子
で
出
場
！

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
出
場

鶴城中女子サッカー部の皆さん

宇土剣道クラブの皆さん

左から下田英雄さん、竜一さん

を
試
す
意
味
で
も
、
九
州
代
表
と

し
て
自
信
を
も
っ
て
、
の
び
の
び

楽
し
ん
で
頑
張
っ
て
き
て
く
だ
さ

い
」
と
激
励
。
キ
ャ
プ
テ
ン
の
福

原
み
の
り
さ
ん
は
「
3
年
生
は
こ

れ
が
最
後
の
大
会
に
な
る
の
で
悔

い
の
残
ら
な
い
よ
う
、『
全
勝
』  

目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
」
と
抱
負

を
語
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
8

月
10
日
～
12
日
に
大
阪
府
堺
市
の

J

−
G
R
E
E
N
堺
で
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

　8
月
10
日
、
宇
土
少
年
相
撲
ク

ラ
ブ
が
、
日
本
武
道
協
議
会
少
年

少
女
武
道
優
良
団
体
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
全
国
の
武
道
団

体
の
中
か
ら
、
少
年
少
女
武
道
の

普
及
振
興
に
関
し
特
に
顕
著
な
成

果
を
挙
げ
た
団
体
に
対
し
、
日
本

武
道
協
議
会
が
表
彰
を
行
う
も
の

で
、
宇
土
少
年
相
撲
ク
ラ
ブ
の
こ

れ
ま
で
の
実
績
と
日
頃
の
活
動
が

評
価
さ
れ
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
武
道
協
議
会
少
年
少
女

武
道
優
良
団
体
表
彰
受
賞

　8
月
に
熊
本
で
開
催
さ
れ
た
、

全
日
本
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

で
、
鶴
城
中
出
身
で
日
本
体
育
大

学
4
年
の
奥
村
す
ず
な
さ
ん
、
須

藤
霞
さ
ん
の
2
人
が
大
活
躍
を
し

ま
し
た
。
こ
の
活
躍
で
、
日
本
体

育
大
学
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は
12
年

熊
本
で
の
大
会
で
大
活
躍

これからの活躍に期待

おめでとうございます

ぶ
り
12
回
目
の
大
学
対
抗
（
団
体

戦
）
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
2
人
は
、
小
学
生
か
ら
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
を
は
じ
め
、
今
も
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

し
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

優
勝
　
宇
土
剣
道
ク
ラ
ブ
A

大
西
希
望
（
花
園
小
）、
鎌
田
紳

太
郎
（
不
知
火
小
）、杉
田
和
（
宇

土
小
）、
椋
梨
安
菜
（
宇
土
東
小
）、

井
本
恵
斗
（
宇
土
小
）

2
位
　
宇
土
剣
道
ク
ラ
ブ
B

澁
谷
壮
志
（
花
園
小
）、
浅
井
大

翔
（
当
尾
小
）、
竹
下
瑞
稀
（
宇

土
小
）、
宇
都
宮
天
徳
（
走
潟
小
）、

野
村
晋
作
（
宇
土
小
）

氏
名
　
畑
中
勝
士

種
目
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

氏
名
　
園
田
建
三

種
目
　
サ
ッ
カ
ー

氏
名
　
粟
津
和
丸

種
目
　
将
棋
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市民のひろば

　
市
社
協
に
次
の
方
々
か
ら

香
典
返
し
と
し
て
、
寄
附
が

あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
故
人

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

（
敬
省
略
）。

▽
定
　
府
　
町
　
白
石
万
里
子

　
亡
　
夫
　
正
　
博
　（
八
〇
）

▽
神
　
馬
　
町
　
金
田
　
初
喜

　
亡
　
母
　
ミ
ツ
エ
　（
九
二
）

▽
住
　
吉
　
町
　
山
本
眞
喜
雄

　
亡
　
母
　
志
　
津
　（
九
七
）

▽
旭
　
　
　
町
　
慶
田
ミ
キ
子

　
亡
　
夫
　
　
勉
　
　（
七
七
）

▽
一
里
木
町
　
雑
賀
　
ア
サ

　
亡
　
夫
　
太
　
元
　（
八
八
）

▽
松
　
山
　
町
　
髙
橋
　
久
子

　
亡
　
夫
　
克
　
好
　（
七
六
）

▽
城
之
浦
町
　
川
島
　
一
子

　
亡
　
夫
　
健
　
兒
　（
八
二
）

▽
岩
古
曽
町
　
那
須
　
雅
義

　
亡
　
父
　
繁
　
喜
　（
八
二
）

▽
立
　
岡
　
町
　
岡
部
　
昭
洋

　
亡
　
母
　
ス
エ
ノ（
一
〇
二
）

　
市
社
協
へ
の
ご
寄
附
は
、
確

定
申
告
等
に
よ
っ
て
、
所
得
税

法
（
第
78
条
）
お
よ
び
地
方
税

法
（
第
37
条
）
の
「
寄
附
金
控

除
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
※
8
月
15
日
受
付
分
ま
で
を

掲
載
）

▽
神
　
合
　
町
　
渡
邊
　
正
雄

　
亡
　
妻
　
ヨ
シ
子
　（
八
三
）

▽
走
　
潟
　
町
　
芥
川
　
力
男

　
亡
　
妻
　
セ
ツ
子
　（
八
四
）

香 典 返 し香 典 返 し
♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

お仕事は？ 
サービス業の仕事をしています。お金より人とのキズナ
が大切だと気付いたので入社しました。
自分の長所、短所は？ 
長所:スマホ（特におサイフケータイ）を使いこなして
　　　いること
短所:自分の持ち味をうまく表現できないこと
将来の夢は？
家族に不自由のない生活をさせること
次は誰を？
伊藤恵亮さんを

髙
嶋
勇
成
さ
ん

（
岩
古
曽
町
）

Ｑ．
Ａ．

Ｑ．
Ａ．

Ｑ．
Ａ．
Ｑ．
Ａ．

■　エンパワーメントプログラム

　宇土高校では、平成 24 年度から、知性と感性を備え広く世界で活躍する人材を育成
するためグローバルリーダー育成プロジェクト（ＧＬＰ）に取り組んでいます。このＧ
ＬＰの一環として、8月 18 日～ 22 日の５日間、セミナーハウスでエンパワーメントプ
ログラムを実施しました。これは、全体講師のケヴィン・ルーカス先生と各国の大学で

学んでいる留学生 1０ 人を講師として招き、生徒たち
は英語だけで議論・企画・発表し、自ら課題解決能力
を高めることを目的としたプログラムで、1・2 年生 52 人が参加しました。初日は緊
張して思うように話せない生徒も多かったようですが、日に日に積極的に発言できる
ようになりました。5日間のプログラムを経験して、英語力はもちろん、さまざな力
を習得できました。参加した生徒のうち、23 人は米国に、2人は欧州に、2人は中国
に研修に行きます。海外派遣については、今後の広報うとで報告します。

英語だけでディスカッション

自分の考えを英語で発表

熊本県立宇土高等学校
〒869－0454　宇土市古城町63
☎㉒0043　FAX ㉒4753
ＨＰ http://www.higo.ed.jp/sh/utohs
mail  uto-h@pref.kumamoto.lg.jp
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つどいの広場
子育て講座

✿	日　時　9月30日（火）　午前10時30分～正午
✿	場　所　児童センター  3階　音楽室
✿	講　師　おやこスタジオRAFiT　代表　坂口京子さん
✿	内　容　親子ヨーガ（実技）
✿	対象者　乳幼児（0歳～ 3歳児）と保護者　約10組
✿ 持ってくるもの　バスタオル1枚、飲み物（水分補給用）
✿ 参加費　無料

児 童センター

　9月のつどいの広場は、

「親子ヨーガ」を行います。お気軽に参加してください。

子育て中のお母さんあつまれ！

参加者募集

やさしい絵画の体験教室

人形劇を見に来ませんか

わんぱく広場（御船町恐竜博物館）
パステル素材で温かみのある絵を描くことができます。
日　時　9 月 28 日（日）午前 10 時～正午
場　所　児童センター　　　　　　
対象者　小学生（15 人程度）・親子
講　師　三浦　暢子 さん　　
体験料　材料代 200 円（パステル・画用紙など）
受付期間　9 月 16 日（火）午前 9 時～ 9 月 21 日（日）
　　　　　正午
受付方法　児童センターの窓口・往復はがき・メールで申
込みを受け付けます。また、往復はがき・メールでの申込
みの場合は「やさしい絵画の体験教室」と記入し、住所・
氏名・性別・学校名・学年・保護者氏名・携帯または自宅
の電話番号を記載してください。なお、往復はがき・メー
ルは 21 日必着になります。応募者多数の場合は抽選です。

日　時　10 月 8 日（水）午前 10 時（上演時間 50 分）
場　所　網田保育園（下網田町 1252-1）
対象者　幼児とその保護者　
劇団名　人形芝居かすぺる　
演　目　「花咲かじいさん」
観覧料は無料です。
事前申込みは要りません。参加多数の場合、先着順です。

地球の記憶を掘り起こせ！　
◎化石のレプリカ作りにチャレンジしましょう。
期　日　10 月 26 日（日）
場　所　恐竜博物館（上益城郡御船町大字御船 995-6）
集合・解散場所　身近に参加してもらえるようにバスが、
網田農協を出発し、旧網津農協支所、旧緑川農協支所を経
由します。

場　　所 出発時間 解散予定時間
網田農協 午前9時　　  午後3時20分
旧網津農協 午前9時15分 午後3時15分
旧緑川農協 午前9時20分 午後3時10分
児童センター　 午前9時30分 午後3時
対象者と募集人数　小学生・20 人
持ってくるもの　弁当、菓子、水筒、ハンカチ、ちり紙、
ビニール袋など
参加費　300 円（入館料 200 円・レプリカ作り 100 円）
※入館料は、参加者が 20 人以上の場合は 150 円になります。
交通手段　市のマイクロバス
申込期間　9 月 20 日（土）午前 9 時～
　　　　　10 月 12 日（日）正午
申込方法　児童センターの窓口・往復はがき・メールでの
申込みを受け付けます。また、往復はがき・メールでの申
込みの場合は「恐竜博物館」と記入し、住所・氏名・性別・
学校名・学年・保護者氏名・携帯または自宅の電話番号を
記載してください。なお、往復はがき・メールは 10 月 12
日必着になります。応募者多数の場合は抽選です。
※自然災害など止むを得ない事情により、中止する場合が
あります。

※ 動きやすい服装でおいでください。
※ 参加希望の人は9月16日（火）から前日までに必ず予約
　 してください。
※ 駐車場は市役所裏駐車場を利用してください。
問合せ先　
つどいの広場☎㉒24０8
子育て支援課子育て支援係☎㉒1111（内線2813） 

申込み・問合せ先　児童センター☎㉓ 3303　メール：jidou01@city.uto.lg.jp 〒 869-0451 北段原町 27-2
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図 書 館
下記以外にもたくさんの新刊が入っています。
図書館ホームページにも掲載していますのでご覧ください。

休館日：　毎週木曜日、祝日、年末年始休館、
　　　　　特別整理期間

「じぞっ子」

一 般 書
翼、ふたたび 江上　剛 著
雨の狩人 大沢　在昌 著
新しいパパの働き方 ファザーリング・ジャパン 著
人生を棒に振るスマホ・ネットトラブル 久保田　裕・小梶　さとみ 著
日本一の女 斉木　香津 著

児　童　書
ことり 新宮　晋 作
ヘリコプターのぷるたくん 鎌田　歩 作
ぼくのマルコは大リーガー 小林　しげる 作
消えゆく野生動物たち 子供の科学編集部 編
勇者ライと3つの扉 エミリー・ロッダ 著

中高生向け（ヤングアダルトコーナー）　
2階一般室に設けています

チェシャーチーズ亭のネコ カーメン・アグラ・ディーディ＆ランダル・ライト 著
東大教授が教える独学勉強法 柳川　範之 著
ハングリーゴーストとぼくらの夏 長江　優子 著
世界一幸せなゴリラ、イバン Katherine Applegate 著

-0・1・2 歳児のおはなし会-

-幼児・小学生のおはなし会-

日　時　毎週水曜日午後 4 時～・土曜日午後 2 時～
場　所　市立図書館 1 階　児童図書室

日　時　毎月第 2・第 4 火曜日 午前 10 時 30 分～（約 20 分）
場　所　市立図書館 1 階　児童図書室
☆赤ちゃんへは言葉かけが大切です。たのしい絵本をいっ

しょにお楽しみください。

えほんのじかん

らっこのじかん

★中・高校生の皆さんへ★

いつでも、どこでも、だれでも本の利用ができるように・・・

問合せ先　市立図書館☎㉒4512　　ホームページ http://www.uto-lib.jp/　

ヤングコーナーを利用しましょう
　市立図書館では、中・高校生向けの
本を揃えて、ヤングコーナーを設置し
ています。
　総合学習・福祉・国語・理科などの
教科別のものから、ＳＦ・冒険・ファ
ンタジー・伝記など、面白いものや役
に立つ本が沢山ありますので、ぜひ利
用してください。
　お待ちしています。

　読書環境整備の一環として、市内 7 地区公民館と椿原・
網引公民館にも市立図書館の本を置いています。各公民館
に貸し出しノートがあり、返却は市立図書館でもできます。
会合などで公民館に行ったときは、ぜひご利用ください。

今月のレシピ 宇土市食生活改善推進員協議会 No.40

▪▪鶏のチーズ焼きあんかけ▪▪
～淡白なむね肉もチーズとあんかけでおいしく食べることができます～

1 人あたり：297kcal、たんぱく質 2０.2g、塩分 1.5g

　　鶏むね肉 ……………… 16０ｇ
　　塩…………………… 1 つまみ
　　酒………………… 大さじ 1/2
長ねぎ ………………………1/2 本
ししとう ………………………6 本
油………………………… 小さじ1

①鶏肉は厚さをそろえて食べやすい大きさに切り、塩と酒をふる。

② ねぎは 4㎝長さのぶつ切り、ししとうは中ほどに 1㎝位の切込みを入れる。

③ フライパンに油を熱し、①の鶏肉を入れて両面焼く。空いた場所に②の野菜を入れて、色よく焼き取り出す。

④ 肉が焼けたら火を止め、チーズをのせてふたをする。

⑤ 小鍋にＡを合わせて煮立て、あんを作る。

⑥ ④のチーズが溶けたら器に盛り、ねぎとししとうを添え、⑤のあんをかける。

		材料（2人分）

		作り方

スライスチーズ ………………2 枚
　　だし汁 ………………… 6０㏄
　　しょうゆ …………… 小さじ 1
　　みりん …………… 小さじ 1/2
　　片栗粉…………… 小さじ 1/2
　　水………………… 大さじ 1/2

Ａ
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水とう（水ぼうそう）ワクチン・
成人用肺炎球菌ワクチンが定期接種になります！

　10月1日から、水とうワクチン・成人用肺炎球菌ワクチンが定期接種になります。
　対象となる人には、水とうワクチンは費用の全額を助成、成人用肺炎球菌ワクチンは費用の一部助成があります。
※予防接種実施医療機関は、P43の表をご覧ください。

≪水とう（水ぼうそう）ワクチン≫
対象者 回数・間隔 接種費用 手続き

接種日に1歳～ 3歳に至るまでの人
（1歳の誕生日の前日から3歳の誕生日の
前日まで）

3カ月以上（標準的には6カ月～ 12
カ月）の間隔を空けて2回　※注

無料
保健センターで予診票を発行
します。必ず母子手帳をお
持ちください。

≪平成26年度に限り≫※注
接種日に3歳～ 5歳に至るまでの人

（3歳の誕生日の当日から5歳の誕生日の
前日まで）

1回　※注

　≪成人用肺炎球菌ワクチン≫　
　対象者は、下記表をご覧ください。
　ただし、これまでに、成人用肺炎球菌ワクチン（ニューモバックスNP：23価肺炎球菌莢膜ポリサッカライドワクチン）
を接種したことがある人は対象外になりますので、ご注意ください。　

平成26年度
の対象者 生年月日 平成26年度

の対象者 生年月日

1 65歳の人 昭和24年4月2日～昭和25年4月1日 7 95歳の人 大正8年4月2日～大正9年4月1日

2 70歳の人 昭和19年4月2日～昭和20年4月1日 8 100歳の人 大正3年4月2日～大正4年4月1日

3 75歳の人 昭和14年4月2日～昭和15年4月1日 9 101歳以上の人 大正3年4月1日以前生まれ

4 80歳の人 昭和9年4月2日～昭和10年4月1日

10
60歳から65歳未満で、「心臓、腎臓、呼吸器の機能」
または「HIVによる免疫の機能」に障がいを有する人

（身体障害者手帳1級程度）
5 85歳の人 昭和4年4月2日～昭和5年4月1日

6 90歳の人 大正13年4月2日～大正14年4月1日

実施期間　10月1日～ 3月31日
※料金の一部を助成予定です。

※注
1．これまでに水とうにかかったことがある人は対象外です。
2．これまで自費で接種した人は、接種できる回数が異なりますので、次の例をご参照ください。
例1）すでに2回接種をしている人

定期接種は終了しているものとみなされるため、対象外になります。
ただし、2回接種を行っていてもその間隔が3カ月未満の場合、1回の定期接種をしているものとみなさ
れます（3カ月以上の間隔をおいていないため、2回の定期接種を行っているものとはみなされません）
ので、例2を参考にしてください。

例2）すでに1回接種をしている人
1回の定期接種をしているものとみなされます。
①接種日に1歳から3歳に至るまでの場合は、過去の1回目の接種から3カ月以上の間隔をおいて1回の

接種ができます。
②接種日に3歳から5歳に至るまでの場合は、定期接種を終了しているものとみなされ、定期接種対象

外になります。
3．3歳～ 5歳に至るまでの人は、平成26年度（10月1日～ 3月31日）のみ定期接種の対象となりますので注
　  意してください。

10 月
開始！
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平成 26年度インフルエンザ予防接種料金助成を行います

　市では、次の対象者（接種当日に宇土市に住民票がある人）に対し、インフルエンザ接種料金の一部を助成します。
助成は一人につき1回のみです。
助成対象者・助成額

年齢 接種回数 助成額 その他

6カ月～中学生以下
13 歳未満 2回 1回目のみ1,０００円まで助成あ

り、2回目は全額自己負担13 歳以上

1回または 2回

6０ 歳以上 65 歳未満で、
「心臓・腎臓・呼吸器の機能」または「HIVによ
る免疫の機能」に障がいを有する人
（身体障害者手帳 1級程度）

1回目のみ2,2００円まで助成あ
り、2回目は全額自己負担

生活保護世帯の人は、
接種費用が免除。ただ
し、医療機関で「生活
保護世帯証明書」の提
出が必要。65 歳以上

その他の年齢の人 助成なし

　※市内医療機関のインフルエンザ接種料金の目安は、子ども3,000円、高齢者3,900円です
実施期間　10月1日～ 1月31日まで　※市外医療機関は12月31日まで

【予防接種実施医療機関】（成人用肺炎球菌ワクチン・インフルエンザ・水とう）

医療機関名 電話 成人用
肺炎球菌

高齢者
インフルエンザ

乳幼児・学童
インフルエンザ 水とう

石垣医院（浦田町） ☎㉒ 1234 ○ ○ ○ 1歳以上 ○

上野小児科医院（城之浦町） ☎㉒ ０324 ○ ○ ○ 6カ月以上 ○

宇土中央クリニック（浦田町） ☎㉒ 16００ ○ ○ 実施しません 実施しません

尾崎医院（本町 1丁目） ☎㉒ ０241 ○ ○ ○ 3歳以上 実施しません

金森医院（本町 6丁目） ☎㉒ ００17 ○ ○ ○小学生以上 実施しません

近藤クリニック（松山町） ☎㉓ 5558 ○ ○ 実施しません 実施しません

七川医院（浦田町） ☎㉒ ０555 ○ ○ ○小学生以上 実施しません

幡手耳鼻咽喉科クリニック（南段原町） ☎㉔ 1187 実施しません ○ ○ 1歳以上 実施しません

福田医院（本町 3丁目） ☎㉒ ０００2 ○ ○ ○ 6カ月以上 実施しません

本多胃腸科内科医院（浦田町） ☎㉒ 3692 ○ ○ ○ 6カ月以上 実施しません

松田内科循環器科クリニック（三拾町） ☎㉓ 6555 ○ ○ ○年長児以上 実施しません

みどりかわクリニック（野鶴町） ☎㉒ 1171 ○ ○ ○ 6カ月以上 ○

もろが整形外科医院（旭町） ☎㉓ 2341 ○ ○ 実施しません 実施しません

やまもと泌尿器科クリニック（南段原町） ☎� 1411 ○ ○ ○ 2歳以上 実施しません

吉窪内科放射線科医院（入地町） ☎㉒ 32０3 ○ ○ ○中学生以上 実施しません

吉野整形外科（高柳町） ☎㉒ 6０００ 実施しません ○ ○小学生以上 実施しません

※予約が必要です。インフルエンザ・成人用肺炎球菌ワクチンの予診票は各医療機関に備え付けてあります。水とうワ
　クチンの予診票のみ、保健センターで予診票発行手続きが必要です。
※接種開始日・時間・接種料金などは、各医療機関に直接問い合せください。
※市外の医療機関で接種する場合は、保健センターでの事前手続きが必要です。

問合せ先　保健センター☎㉒2300
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期日・会場・時間

期　　日 時　間 場　所

9月26日（金）
　9:00 ～ 11:00

保健センター
13:30 ～ 15:30

9月29日（月）
　9:00 ～ 11:00

保健センター
13:30 ～ 15:30

9月30日（火）
　9:00 ～ 11:00

保健センター
13:30 ～ 15:30

10月1日（水）
10:00 ～ 11:00 走潟公民館前
13:30 ～ 14:30 粟嶋神社北参道駐車場
15:00 ～ 16:00 緑川公民館前

10月3日（金）
　9:30 ～ 11:00 花園公民館前
13:30 ～ 15:00 市スポーツセンター (花園町)

10月8日（水）

　9:00 ～  9:30 元レストラン大海前
10:00 ～ 11:30 網田支所前
13:30 ～ 14:30 旧網田漁協前（戸口町）
15:00 ～ 16:00 長浜福祉館

10月9日（木）
　9:00 ～ 10:30 網津多目的研修会施設
11:00 ～ 11:30 網引公民館前
13:30 ～ 14:30 本田実業横（パチンコ大和横）

10月10日（金）
10:00 ～ 11:30 上松山コミュニティセンター
13:30 ～ 15:00 轟公民館前

結核検診を実施します
　市では、65 歳以上の人を対象に結核検診車に
よる各地区巡回の胸部レントゲン撮影を実施し
ますので、配布している受診券を持参し受診し
てください。
対象者　65 歳（昭和 25 年 4 月 1 日以前出生者）
以上の市民（ただし、肺がん検診等の受診者を
除く）
期日・会場・時間　右の表をご覧ください。受
診予定者数で地区を振り分けていますが、都合
のよい日時、場所に来てください。
料金　無料
注意事項　正確な判断のため次のことに注意し
てください。
　下着は一枚のみとし、なるべく薄い物で、ボ
タンやホックなどが付いていな
い物、布地はなるべく木綿で、
刺しゅう、プリント等のない無
地の物を着用してください。
問合せ先　健康づくり課健診推
進係（保健センター）☎㉒ 2300

37,953 人 （± 0人）

18,224 人 （＋ 16人）

19,729 人 （− 16人）

14,583 世帯（＋ 6世帯）

（　）内は前月比

平成
26 年 1 月1 日から 平成26 年 8 月 31 日まで

発生件数 106 件（−13件）

死 者 数 1 人（± 0人）

負傷者数 152 人（−28人）
（　）内は前年比

反射材　みんなに見えてる　その命

人口

市 の う ご き 市の交通事故発生件数
平成 26 年 9 月 1 日現在

東日本大震災義援金の受付は
平成27年3月末まで延長します

　市役所および福祉センターに募金箱を設置するほか、市民専用振込
口座を開設しています。引き続き、皆さまからの温かいご支援をお願
いします。
　8月末までに宇土市に寄せられた義援金は

1210万5870円
問合せ先　総務課行政係☎㉒1111（内線2212）

健康相談 母子手帳交付
　妊娠がわかったら、住民票がある市町村で、母子手帳の
交付を早めに受けましょう。
交 付 日　毎週火曜日（祝日の場合はその週の月曜日）
　　　　  9月16日（火）、22日（月）、3０日（火）、1０月7日（火）、

14日（火）、21日（火）、28日（火）
交付時間　午前1０時～午前11時
　　　　 （受付時間は午前1０時～午前1０時15分）
内　　容　母子手帳と妊婦健診受診票の交付、妊娠中の

生活について保健師・管理栄養士からの説明
　　　　　※事前に電話での予約が必要です。（☎㉒23００）

　保健センターでは、毎週金曜日に健康相談を行っていま
す。赤ちゃんから高齢者の人まで、誰でも利用できます。
お気軽にご利用ください。
受付時間　午前9時～午前11時
　　　　　※事前に電話での予約が必要です。（☎㉒23００）
内　　容　身体測定・体脂肪測定・食事相

談など
※その他、健康に関することで相談したい

ことがある人はご相談ください。
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A
）応援してね♪

平成 26・9  （44） 



■各種乳幼児健診・教室のお知らせ
月日 内容 受付時間 対象 場所

9/17
（水） 幼児歯科教室 午前9時～

9時15分
25年5月
生まれ

保
健
セ
ン
タ
ー

9/25
（木） 3歳児健診 午後1時～

1時15分
23年8月
生まれ

1０/2
（木） 1歳6カ月児健診 午後1時～

1時15分
25年3月
生まれ

1０/9
（木） 2歳児歯科健診 午前9時～

9時15分
24年9月
生まれ

1０/14
（火） 6カ月児健診 午後1時～

1時15分
26年3月
生まれ

1０/15
（水） 幼児歯科教室 午前9時～

9時15分
25年6月
生まれ

1０/2０
（月） 3カ月児健診 午後1時～

1時15分
26年6月
生まれ

1０/23
（木） 3歳児健診 午後1時～

1時15分
23年9月
生まれ

※ 1歳 6カ月児健診・3歳児健診・幼児歯科教室・2歳児歯科健診の
対象者には通知をお送りします。転入等で通知がお手元に届かな
い場合は保健センターまで問い合せください。

■日曜・祝日当番医		 （診療時間：午前 9時～午後 5時）
月日 病院・医院名 診療科 電話

9/15
（月・祝）

宇土中央クリニック（浦田町） 内 ☎㉒16００

高浜眼科医院（城之浦町） 眼 ☎㉒０1０8

9/21
（日）

本多胃腸科内科医院（浦田町） 内・リウ・泌 ☎㉒3692

幡手耳鼻咽喉科クリニック（南段原町） 耳・ア・小 ☎㉔1187

9/23
（火・祝）

七川医院（浦田町） 外・消 ☎㉒０555

吉野整形外科（高柳町） 整 ☎㉒6０００

9/28
（日）

石垣医院（浦田町） 内・小 ☎㉒1234

上野小児科医院（城之浦町） 小 ☎㉒０324

1０/5
（日）

福田医院（本町3丁目） 内・小 ☎㉒０００2

やまもと泌尿器科クリニック（南段原町） 泌・性 ☎�1411

1０/12
（日）

吉窪内科放射線科医院（入地町） 内・消・放 ☎㉒32０3

むらかみ眼科クリニック（南段原町） 眼 ☎㉒66００

1０/13
（月・祝）

近藤クリニック（松山町） 内・消・外 ☎㉓5558

草場医院（松原町） 耳 ☎㉓5851

1０/19
（日）

みどりかわクリニック（野鶴町） 内・小 ☎㉒1171

田山産科婦人科医院（入地町） 産・婦 ☎㉒5522

1０/26
（日）

松田内科循環器科クリニック（三拾町） 内・循 ☎㉓6555

もろが整形外科医院（旭町） 整 ☎㉓2341

※当番医は変更になる場合があります。熊本県総合医療情報システ
ム「くまもと医療ナビ」のホームページ、または宇城広域連合消
防本部（☎� ０554）でご確認ください。

保健センター 告…知…板
記事に関する問い合せは、保健センター☎� 23００ まで

HEALTH

　皆さんご存知でしょうか。
網田駅舎が国登録有形文化財
になります。網田駅舎は、現
存する県内最古の木造駅舎
（1899年建築）として著名で
あり、九州最古級の現役駅舎
です。大きな特徴として、九州鉄道（株）によって建築さ
れた駅舎のうち、現存する唯一のものである点が挙げられ
ます。現在は地域活性化の拠点「網田レトロ館」として、土・
日、祝日オープンの駅カフェには、市内外から多くの来訪
者があります。
　
　思い起こせば、私も学生時代三角線を利用して通学して
いました。明治の名残が色濃く残る網田駅舎は、今ではな
かなか会う機会がない喜怒哀楽をともにした多くの旧友た
ちを思い出させてくれます。このような古き良き物を、後
世に継承・保存しながら有効活用していくこともまちづく
りを進める上で重要なことと考えます。宇土市を離れてい
る多くの人が、帰省時には「ふるさと」を実感していただ
けるまちづくりができれば幸いです。

　今年も多くの皆さんから「ふるさ
と宇土応援寄附金」をいただいて
います。この場を借りて厚くお礼申
し上げます。現在、ふるさと納税は
多くの自治体が力を入れて取り組ん
でいる施策の1つです。寄附をいた
だいたお礼として地元特産品を贈呈
し、地元特産品のＰＲや販売促進に

つなげ、地域、企業の活性化を目指しています。もちろん、
このような取組みもＰＲ戦略として有効な手段ですが、や
はりふるさと納税の本質は「故郷を離れても生まれ育った
故郷のために力になりたい」という気持ちではないかと思
います。温かい寄附金をいただいた人のご厚意に応えるた
めにも、宇土市を多くの若者や子どもたちの賑やかな声あ
ふれる「ふるさと」にすることが使命だと実感しています。
市が発展し多くの若者が働く場を得られるような施策を推
し進めていきたいと思います。

　10月5日は宇土市議会議員選挙の投票日です。若者が住
み続けたいと感じる魅力ある「ふるさと」宇土市実現に向
け、多くの施策を決定する議員の皆さんを選出する大事な
選挙です。貴重な1票を無駄にしないよう、ぜひ投票に出
かけてください。

元 樹

市長室から

だ よ り
vol.9

げん き

ふ　る　さ　と
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　掲載希望の人（3歳まで）は誕生月の前月5日（5日が休日の場合は前日）までにまちづ
くり推進課情報支援係に申込んでください。応募多数の場合は、抽選になります（過去に掲
載されていない人を優先します）。
問合せ先　まちづくり推進課情報支援係☎㉒ 1111（内線 2206）

ハッピーバースデーハッピーバースデー

大
おおつか

塚　日
ひなた

詩ちゃん
（新町）

Ｈ２３年９月２３日生　３歳

石
いしもと

本　蒼
あおい

依ちゃん
（下網田町）

Ｈ２３年９月１０日生　３歳

林
はやし

　穂
ほ の か

乃圭ちゃん
（馬之瀬町）

Ｈ２３年９月３日生　３歳

松
まつお

尾　結
ゆいと

音ちゃん
（城之浦町）

Ｈ２４年９月１５日生　２歳

甲
か い

斐　楓
かえで

ちゃん
（松山町）

Ｈ２３年９月５日生　３歳

ゆるキャラグランプリ
投票をお願いします！

こちらから
投票してください。

公式サイトへ

農・漁婚パーティー
参加者募集中！


